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大学の担う役割についての社食の関心が、最近、著しく高説りている。その関心の  

なかには、大学における教育研究についての期待と批判が含まれている。   

この様な関心の高まりにともなって、大学のあり方についての種々の意見や、批判  

がなきれ、そのなかに●ほ教育研究の向上のために、大いに春着にすべきものも多い。   

低温科学研究所は北海道大学の付置研究粛としで、半世紀にわたり、時代的要請、  

社会的要請及び地域的要請に応えながら、多面的な研究を続けてきた。それらの研究  

は「低温科学」をはじめ、各種の学会誌、研究報告善、業績藻琴に発表され、積雪寒  

冷地域の学際分野の研究の発展のために、多大の貴献思果たしたことは疑いない。   

しかし、低温科学研究所が、新しい時代に向かって、これまで行ってきた寒冷現象  

の素過程の基礎研究、地域研究のみならず、地球規模の国際的視野に立つ地球科学、  

及び地球環境科学的研究を発展きせるに際して、これまでの姿勢を点検、評価し、新  

l しい視野と意欲に基ずいた研究を展開しなければならない。   
既に北海道大学では、全学的に教育研究のみならず管理運営を含む活動状況の自己  

点検を行って、その結果を刊行しようとしている◎その→壌として、低温科学研究所  

に於いても、各教官の研究教育に於ける括動状況をまとめ、定期的に活動報告書を刊  
行することとした。   

この活動報告書によって、低温科学研究所がど吟醸な括制を希っているのかについ  

ての関係者各位のご理解が得られ、そして叉、活動の発展龍対して、建設的な提言が  

寄せられることを期待すると共に、研究所構成員が、現状壷認識し、自省し、更なる  

発展のために一層の努力を重ねることを期待して止まない。  

北海道大学低温科学研究所長 藤 野 和 夫   



低温科学研究所設置  

物理学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、  

医学部門設置  

雪害科学部門増設  

i束上学部門増設  

附属流氷研究施設設置（紋別）  

雪崩観測室新築落成（問寒別）  

植物）東害科学部門増設  

研究棟（2，892平方米）新築落成  

低温棟（2，335平ノノ米）新築落成  

融雪科学部門増設  

？束上観測室新築落成（‾苫′ト牧）  

低温生化学部門増設  

研究棟（1，064平方米）増築  

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成  

融雪観測室新築落成（母子里）  

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学  

部門が生化学部門に名称変更  

降雪物理学部門増設  

降′ヤ物理学部門廃JL二、′汚水気候物理学部門増設  

昭和16年11月  

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和40年4月  

昭和40年11月  

昭和41年4月  

昭和43年3月  

昭和43年11月  

昭和45年4月  

昭和47年11月  

昭和48年4月  

昭和50年12月  

昭和53年2月  

昭和53年3月  

昭和54年4月  

昭和56年4月  

平成3年4月  
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氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．小 熊  梓   昭和16．12．8～23．3．31   

2．小 熊  梓   事務取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   ／／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   ／／28．10．15～31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15－34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15～37．3．31   

8．吉 田 順 五   ／／37．4．1～40．3．31   

9．吉 田 順 五   J／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   ／／43．4．1～44．3．10   

11．黒 岩 人 助   事務取扱  

12．朝比奈 英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   J／47．4．21～50．4．20   

14．黒 岩 大 助   J／50．4．21－53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／／53．4．21～55．4．1   

／／55．4．2～58．4．1   

17．木 下 誠 一   ／／58．4．2～61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2－平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1～3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   事務取扱  

21．藤 野 和 夫   JJ3．4．16～   16．木 下 誠 一                             ／／3．4．1～3．4．15  
氏  名  授与年 月 日  

堀  健 大   

朝比奈 英 三   

酒 井  昭   

石 田  

小 島 賢 治   

木 下 誠 一   

鈴 木 義 男   

二坂 上 昭 一   

若 濱 五 郎   

茅 野 春 雄  

昭和37年 4月25日   

昭和53年 4月2日   

昭和58年 4月2日   

昭和59年 4月2口   

昭和61・年 4月1口   

昭和62年 4月1日   

平成元年 4月1口   

平成2年 4月1日   

平成3年 4月1Il   

平成3年 4月1日   



平成5年1月1日現在  
職 員 数  

教 授  助教授  講 師  助 手  事務官  技 官  その他  合 計   

13   8   5   20   19   13   0   78   

現 職 員  
所  長・  教授 藤野 和夫   

物 理 学 部 門  教授 本堂 武夫  助教授 古川義純  助手 香内  晃   

応用物理学部門  

助手 河村 俊行  

気象学部門  

助手 荒川 政彦  

海洋学部門   

雪害科学部門  

肋手 白岩 孝行  助手 福澤 卓也  

凍＿．f二学部門   

融雪科学部門  

助手 石井 志之  

雪氷気候物理学部門   

植物主東害科学部門  

助手 荒川 圭太  

動物学部門  

助手 島田 公夫  

生理学部門  

助手 藤川 清三  

生化学部門  

助手 落合 正則  技官 安原 優子  
附属流氷研究施設   昌秋  助手 白澤 邦男  技官 石川 正雄  

技官 池田 光雄  技官 高塚  徹  事務官 石川敬子  
臨時用務員 渋谷香奈子   

技  術  部  部長 教授 秋用谷英次  副部長 教授 青田 昌秋  

先任・専門 技術官 大井 止行  

姓長 技術官 瀬川 鉄逸  主任 技術官 石川 正雄  

主任 技術官 新堀 邦夫  技術官 石井 弘道  

技術官．池川 光雄  技術官 松本 慎一  技術官 安原 優子  

技術官 高塚  徹  技術官 中坪 俊一   

事  務  部  事務長 根上 邦行  

（庶  務  掛）掛長 本田 宏勝  主任 間口 辰博  

事務官 土橋祐美  

（会  計  掛）掛長 竹内 淳二  主任 須田 国雄  

主任 佐藤 健一  主任 千葉  博  

事務官 堀川俊弥  事務官 岡林真弓  

技官 須藤 正李  

（図 書 掛）掛長 佐藤 透 事務官 
（第一研究協力室）主任 落合 紀子  事務官 石窪順子  

事務補助員 僧都こ根  

（第二研究協力室）主任 小関由美子 事務官 春原史子  

事務補助員 植松泰子  

（第三研究協力室）主任 沼佐 郁子  主任 佐藤美津江  

事務補助員 大畑恵美  

（低温機関室）主任 技官 佐々木 明 技官 伊藤 勝美   

4   
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P誓≡。ユニご；ユニs慧慧：ニt三●慧慧s。fi。。。n。。．。thrat。hy。rat。S；  
Crystalgrowthandmorphologyof snowandice；Surfacemeltingandrougheningof  

icecrystals；Experimentalstudyonhaloformation；Physicalpropertiesofpolarice  

COreS；IcescondensedfrommiⅩedgasessuchasH20，CO，CO2andCH。inthesolar  

SyStem  

部門では，氷の原子レベルの構造から南極の巨大な氷床さらには宇宙の氷の研究ま  

で、雪と氷の物性物理学的研究を通じて地球科学・惑星科学の研究にアプローチし  当   

ている。   

自然の造形美を解き明かす雪の結晶の研究は、氷の表面構造を原子レベルで解明する研  

究およびそのパターン形成を実験とコンピュータ・シミュレーションで追求する研究へと  

発展している。これと関連して、大気中の微結晶が引き起こす光学現象や過冷却水中での  

氷結品のパターン形成の研究も最近の新しい話題である。また、超高真空・極低温下で生  

成される氷の研究は、宇宙空間における水蒸気および気体成分の凝縮過程・蒸発過程の研  

究を通じて、太陽系惑星の起源を追求する研究へと発展している。   

一方、地球上で最大の氷の塊である南極氷床の研究は，氷床のミクロ構造から地球規模  

の気候・環境変動を探る研究へと発展している。具体的には、十数万年前の空気を保存し  

ているクラスレート水和物結晶の原子レベルの構造をⅩ線回析・レーザラマン散乱等の実  

験手法とモレキュラー・ダイナミクス等の理論的手法の両面から研究すると共に，そこで  

得られる情報を手掛かりに、約10万年周期で生ずる氷床変動（氷期と問氷期）とそれに連  

動する二酸化炭素濃度の変動の歴史を読み取る研究を目指している。  

研究テーマ  

教 授 本堂 武夫 南極氷床コアに含まれるクラスレート水和物結晶の構造と生成過  
助教授 古川 義純  程に関する研究  
助 手 香内  晃   

教 授 本堂 武夫  Ⅹ線による氷床コアの解析法の開発研究   

助教授 古川 義純  水結晶の表面融解の研究   

助教授 古川 義純  雪結晶及び氷結晶の成長における形態形成機構の研究   

助 手 杏内  晃  アモルファス氷の物性と彗星の起源   



p 

A慧≡r慧慧霊ご霊慧iit崇慧i：；芸子芸；芸芸Lati。St。。i。S  
Ofpermafrostandmassivegroundice；Freezingcharacteristicsofwaterinporous  

media；Deformationmechanisms ofpolycrystallineice；Crystallographicstructure  

andgrowthofseaice  

表に堆積して積雪となった雪の結晶は、変態して三次元網目状に互いに連結した構  

造の多孔物質となる。積雪を、その構成要素である氷多結晶からなる多孔物質とし  地   

て取り扱い、その基本的性質を明らかにするために、屋外及び室内実験等による多面的な  

研究が、当部門において行なわれてきた。   

近年行われているマイクロ波領域における積雪の反射及び吸収特性の研究、高圧下にお  

ける多結晶氷の変態及び流動現象の研究等は、積雪の物理的、力学的研究を更に発展的に  

すすめたものである。   

積雪のマイクロ波特性は、雪氷吉村策や水資源有効利用のために必要な積雪の地域特性  

を知るためのリモートセンシングや広域探査等の基礎研究として、又、高圧下の多結晶氷  

の変態は，氷河、氷床深部での氷の流動、変形機構の基礎研究としておこなわれている。   

多孔質媒体中の水は、自由水に比べて、その凍結様式が複雑である。それは，固体の表  

面付近の水が自由水とは違った状態（凍結温度、密度、圧力等）にあるためである。この  

ような水の状態量の研究も行われている。   

当部門では，他の研究機関と協力して、カナダ北部の永久凍土圏の調査をおこない、そ  

の地域に存在する地下集塊氷の生成機構の解明、環境との関連等について研究をすすめて  

いる。  

研究テーマ   

教 授 藤野 和夫 カナダ北極海沿岸の地下水の生成機構、生成環境についての研究  

教 授 藤野 和夫 積雪のマイクロ波特性を利用したリモートセンシングによる積雪  

内部構造の広域観測   

助教授 堀口  薫 水晶分離現象の非平衡熱力学による理論解析  

助教授 堀口 薫 多孔質媒体中の間隙水の凍結温度に関する実験的研究  

講 師 水野悠紀子 静水庄下に於ける多結晶氷の力学的性質に関する研究  

講 師 水野悠紀子 静水庄、応力緩和過程に於ける氷体内の微視的過程に関する研究  

助 手 河村 俊行 海氷の内部構造及びプライン挙動に関する研究   

6  



eteorology（N．Maeno，H．Narita，K．Nishimura，M．Arakawa）   

M  Structures，meChanical，electricalandotherphysicalpropertiesofice，SnOWand  
ice／rock mixturesinrelation to glaciers，ice sheets andicy satellites（cosmog－  

1aciology）；Fluidizationofsnow dynamicsofmixed－phasesnowflowinrelationto  

themechanismofblowingsnow，aValanches，SnOW－aCCretionandsoon・  

部門では，地球科学における雪と氷の役割の解明およびその有効利用を目標に研究  

を進めている。研究課題の1本の柱は、氷、雪および氷・岩石混合物の研究で、構  本   

造、力学、電気、熟等の物理的性質、圧密、加圧焼結、氷化等の現象を実験的、理論的に  

研究すると共に、氷河、積雪、極域氷床等の関連する自然現象の観測・解析にも力を入れ  

ている。氷・岩石混合物の研究は、氷河底部、道路雪氷、および木星や土星の氷衛星の内  

部構造および進化の解明（宇宙雪氷学）等に関連して行なわれている。研究課題のもう1  

本の柱は流動雪、すなわち運動しつつある雪の研究である。流動雪の生成機構、構造、諸  

物性を低温実験室、風洞等で調べると同時に、臼然の雪崩、吹雪、着雪現象等の野外観測  

も積極的に行い、広範な雪氷混相流の構造とダイナミックスの解明に努力している。  

研究テーマ   

教 授 前野 紀一   雪の庄密と加圧焼結機構   

教 授 前野 紀一   流動雪の構造と動的特性   

講 師 成田 英器  雪の構造と変形・破壊に関する研究   

講 師 成田 英器 氷床における氷化過程と物性 一特に不純物を含んだ雪氷に関し  

て一   

助 手 西村 浩一   流動雪の動的特性に関する実験的研究   

助 手 西村 浩一   表層雪崩の内部構造の研究   

助 手 荒川 政彦  氷衛星の内部構造進化に関連した氷レオロジーの研究   

助 手 荒川 政彦  惑星形成過程における衝突現象の実験的研究  

7   



Ce 

O慧禁。ご慧慧㍊慧崇，ニ云慧慧2n。th。。kh。tSkS。a；  
OceancirculationandeddiesintheOkhotskSea；Generationmechanismofpolynya  

；Linearinstabilityanalysisinmarglralicezone．  

冷な海域に於ては、海が海氷で覆われるために、大気海洋間で熟及び物質（水蒸  

気・塩・炭酸ガスなど）の交換が抑制されるとともに、太陽放射に対する反射率（ア  寒   

ルベド）が著しく大きくなる。海氷のもつこのような特性は、その占める面積が季節や年  

により大きく変動するため、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては地球規模の気候  

変動にも大きく関与してくる。一方、南極周辺海域で海氷が生成する際に排出される高塩  

分水（7うイン）は、世界の海洋深層水の源と考えられている。 当部門では、気候変動・  

海洋深層大循環とのかかわりというグローバルな観点から、寒冷な海域に於ける種々の海  

洋過程を研究している。ここ数年は、日本南極観測隊等に参加して、現場データの極めて  

少か一極域での観測研究を積極的に推し進めてきた。その一方で、低温室内での実験的研  

究、人工衛星・レーダーなどのリモートセンシングデータの解析、スーパーコンピュータ  

ーなどを利用した数値的・理論的研究などにも力を入れており、これらの研究と現場観測  

との比較研究によって興味深い成果が得られつつある。  

研究テーマ   

教 授 若土 正暁  南極域の巨大海洋渦の実態解明  
助 手 大島慶一郎   

教 授 若土 正暁 オホーツク海における海洋循環および大気一海氷一海洋相互作用  

助 手 大島慶一郎 南極海域における熟塩収支と海氷・海洋場の変動に関する研究  

助 手 大島慶一郎  緑海の流入出循環に関する研究   

助 手 深町 康 氷緑域における海洋・海氷場のメソスケール現象に関する力学的  
研究   

8  



now Damage Science（E．Akitaya，R．Naruse，T．Yamada，T・Shiraiwa，T・  

Fukuzawa）  S  

Mechanism of avalanche release（Weak－1ayerin snow cover，aValanche forecast，  

afforestationatavalanchesites）；Dynamicsofglaciersandicesheets（Glaciervaria－  

tions，Characteristicsofglacialflow，Quaternaryglaciation，deductionofpaleoclimate  

fromiceproperties）  

層雪崩は、弱屑と呼ばれる弱い部分が積雪内部にあるとき、これが滑り面となって t  

一瞬のうちに発生する。弱層にはいろいろの種類があり、その形成過程の研究は低  表  

温実験室や雪崩観測所（北大天塩地方演習林内）の山地で行ない、また実際の雪崩の現地  

調査から、アメダス等の気象データをもとに雪崩予知の研究を行なっている。山地 

害の研究として、天塩地方では演習林と共同で山地積雪の堆積機構および森林と積雪の相  

互作用の研究、雪崩常習地の造林試験等を行っている。   

山岳地や極地の氷河・氷床は、数年から数千年のさまざまな時間スケールにより変動を  

繰り返している。この様な陸上の雪氷の消長は、全地球的な海水面の変化を引き起こすの  

みではなく、地域的な気候や生態系に影響を与えたり、乾燥地域では深刻な水資源の問題  

等を生ずる。本部門では、長期的あるいは短期的な地球規模の気候・環境変化が氷河・氷  

床へ及ぼす影響とその仕組を研究課題の一つとしている。そのために、山岳氷河および極  

地氷床の変動機構、流動特性、氷河地形、氷コアの諸性質による古気候の解釈などについ  

て、野外調査、資料解析、室内実験等により研究をすすめている。  

研究テーマ   

教 授 秋田谷英次  表層雪崩発生予知の研究  

助 手 福澤 卓也   

教 授 秋田谷英次  積雪の変態と弱層形成機構  

助 手 福澤 卓也   

助教授 成瀬 廉二  山岳氷河の変動に関する動力学的研究   

助教授 成瀬 廉二  氷床の変動と動力学的特性の研究   

講 師 山田 知充  ヒマラヤの氷河湖決壊洪水の研究   

助 手 白岩 孝行  ヒマラヤの氷河変動に関する研究  
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rO 

F崇慧慧。慧∵芸Ie≡慧」言●霊∑r。tranSf。r。。rings。ilf，。。Zing；  
Behaviors ofunfrozenwaterinfrozensoil；Mechanicaland thermalproperties of  

frozensoil；Adfreezlng；Frost heave character of powder materials；Permafrost  

expeditionsinArcticandAntarcticregions．  

面がきびしい寒さにさらされて凍るときに、隆起する現象が凍上である。凍上現象  

の基本機構は、凍結線より下の？束っていない土の中の水が、凍結線に移動して氷と  地   

して析出することである。そのため、）東土の体積がふえ、地面が隆起する。このように、  

凍上過程では熟と水分の輸送が平行して起こるのが特徴であり、凍上学部門では、これを  

実験と理論の両面から、解明しようとしている。   

苫小牧の北大演習林内に凍上観測室があり、試験土を埋めた2ヶのプールについて、凍  

上量、地温分布、地下水位、凍上力、凍着凍上力等が毎冬継続して観測されている。   

実験室では、‡東土の熟特性や力学特性の他に、各種の土試料を用いて？東上試験が行われ  

ている。凍上性にかかわる不i東水の定量測定も行っている。   

南北両極地域の永久凍土の調査も行っている。特に地面近〈の凍結融解を繰り返す地層  
の特性や寒冷地形との関連に重点をおいている。  

研究テーマ   

教 授 福田 正己  シベリア永久凍土の形成環境と気候変動の影響の研究  

助 手 曾根 敏雄   

教 授 福田 正己 ）東上機構についての国際共同実験計画  
助 手 石崎 武志   

助 手 石崎 武志  凍上現象のメカニズムに関する研究   

助 手 曾根 敏雄  北海道の山岳永久†東土   
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S芯崇：；：：笠三≡≡慧㍑慧㌫；慧；∴ニⅠ慧m。．ati。nan。  
ablation；Arealheatbalancein a drainagebasin；BoundaryTlayermeteorology；  

Snowmeltdischarge；ComparativesnowThydrology  

岳の積雪は貴重な水資源であるが、急激な融雪は洪水等の災害を引き起こす事があ  

る。さらに広範囲に積雪が存在すると、特異な大気環境を形成する。そこで融雪部  山   

門においては積雪地域水文学の一分野として流域内積雪の堆積・融解過程、河川への融雪  

水流出過程、及び流域内熱収支の研究等から流域の水循環の解明を研究の主眼においてい  

る。その研究内容は積雪の放射特性、積雪而近傍の大気境界屑の観測、融雪熟収支、積雪  

而からの蒸発、融雪内及び地中における融雪水の挙動、河川水温及び科学成分分析による  

融雪水流出機構、流域内水収支等であり、雪氷学、水文学、気象学の境界分野が対象とな  

る。研究は主に北海道石狩川の支流の雨龍川源頭部に位置する試験流域（面積1．3km2、及び  

11km2の2流域）で行っている。  

1986年以降はアラスカ、カナダ等の極城においても、流域の水循環に重点をおいて気候  

特件、水文気象、流域特性等の比較雪水文学的研究をはじめている。  

研究テーマ   

教 授 小林 大二  
助 手 石井 吉之   

教 授 小林 大二  
助教授 石川 信敬  
助 手 兄玉 裕二  
肋 手 石井 吉之   

肋教授 石川 信敬  
助 手 見玉 裕二   

肋教授 石川 信敬   

助 手 兄玉 裕二  
教 授 ′ト林 大二  
助 手 石井 吉之   

助 手 兇玉 裕二  
助教授 石川 信敬   

助 手 石井 吉之  
教 授 小林 大二  

河川の流出機構の研究  

実験流域における水循環過程の研究  

森林・斜面における融雪熟収支の研究  

積雪の放射特性の研究   

積雪内における融雪水の浸透機構の研究  

雪氷∬大気相互作用の研究  

林内・土壌特性の研究  
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C；諾：f慧崇慧；（芸＝ご慧工慧三雲）micr。。hysic。1。r。C。SS。S。f  
SnOWprOductioninsnowcloud；Rolesofoceaninclimatechange；Effectsofglaciers，  

ground snow and sea－ice onclimate  

冷圏における雪氷は気候変動と大きな関わりを持っている。気候変動が降雪、融雪、  

海氷に大きな影響を与える事は言うまでも無いが、逆にこれらは地球規模の気候変  寒   

動に大きな影響を与えている。氷は潜熱の形で熱を貯蔵、解放する事によって気温の変動  

を緩和する働きがあー）、積雪は地表のアルベドを著しく変化させ太陽から地球が受ける放  

射熱に大きな影響を与える。降′≡引こ伴う雲もアルベドを変化させる大きな要因の一つであ  

る。海氷は大気と海洋の熱交換を遮断し、また海氷の生成に伴って生じる高塩分、低温の  

海水は深層水として海洋の循環とそれに伴う熱輸送を促進する。しかし、これらの要田は  

素過程として解明されていない和が多いだけでなく、全体の系としての理解は未開の分野  

と言って良い。当部門では広い視野から降雪の機構等、これらの素過程を研究するととも  

に、雪氷と気候の関わりを大きな系としての理解を目指している。  

研究テーマ   

教 授 竹内 謙介  西太平洋熱帯域における大気・海洋相互作用  

助教授 遠藤 辰雄   

助教授 遠藤 辰雄  北海道における降雪気候  
教 授 竹内 謙介  
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rO 

F芸慧＝£崇；1fミi三慧慧，s：云慧：ご慧二芸t≡」慧㌶慧physi。T  
logicalfunctionsandbiosynthesisoftonoplast protontranslocatingenzymes．Cryomi－  

croscopic studies on cellular responses to temperature stress．Phenologicaland  

developmentaldivergenceofpteridophyteslifehistoriesinthecoldclimate．  

年を通じて気候が温暖な熱帯や亜熱帯で生育する植物と、昼と夜さらには季節によ  

って気温が大きく変化する温帯以北で生育する植物では、低温に対する適応能力が  

異なっている。前者では一般に低温に対して敏感で、0¶10℃の冷温で著しい傷害を受け  

易いが、後者では低温耐性が高く、真冬では¶30℃以下の凍結に耐えるものも多い。このよ  

うな細胞の凍結脱水に対する耐性（耐凍性）は季節によって異なり、夏の生育期には低く、  

秋から冬にかけて気温の低下と共に著しく増大する（低温馴化）。   

これまでの研究から植物細胞の低温適応には液胞膜や細胞膜が重要な役割を持つことが  

明かとなった。特に、冷温（OL5℃）における液胞膜H＋－ATPaseの失括とそれにともな  

う細胞質のpHの低下（酸化件）、カルシウム濃度の異常な上昇等は冷温傷害の主要因と考え  

られている。そのため、本酵素の低温安定性に関する分子機構の解明や細胞内カルシウム  

濃度の調節機構の解析は、今後の植物耐冷性における研究課題である。一方、細胞の凍結  

脱水による細胞膜の超微細構造と生理機能の損傷や細胞内イオン環境の不可逆的な変化は  

凍結傷害の原因と考えられ、低温馴化した細胞ではこれを防止する特別な機構が耐凍性の  

増大に関与しているのであろう。そこで、植物細胞の低温馴化にともない細胞膜で著しく  

増加する低分子膜蛋白質の分子構造や生理機能を分子レベルで解明する試みも進められて  

いる。さらに、このような細胞および分子レベルでの研究に併せて、植物の器官、個体、  

個体群レベルでの寒冷適応進化に関する生態学的研究も行なっている。  

研究テーマ   

教 授 吉田 静夫   

教 授 吉田 静夫   

助教授 前島 正義   

助教授 前島 正義   

助 手 佐藤 利幸   

助 手 佐藤 利幸   

助 手 荒川 圭太  

植物の低温適応機構に関する生化学的研究   

植物の環境ストレス応答に関する細胞計測学的研究   

植物液胞膜のエネルギー変換酵素の分子構造と生理的変動の機構   

植物細胞核の膜成分に関する生理、生化学的研究   

シダ植物の生活史における寒冷適応進化   

北半球中緯度の比較植物相と植物群集の共存機構   

ヰ直物の低温耐性の分子機構に関する研究  
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Z票慧ご諾。ニヱ諾；S：，£。慧認諾慧inh。rbiv。r。。Sins。。tS；  
Physiologyofcold－hardinessinterrestrialinvertebrates  

物が地球上の中緯度から高緯度地方に分布、生息するためには、熱帯から極地に向  

かって次第に厳しくなるさまぎまな環境傾度に対して適応しなければならない。特  動   

に、生息環境の一次生産力の低下と構造の単純化に伴う種収容力の低下、次第に短くなる  

生育適期（夏）、長く厳しくなる不適期（冬）に対する適応は、その中心課題である。   

このような動物の気候適応の問題を、野生ショウジョウバエ類を主な材料として、個体  

から群集に至るいろいろなレベルで研究している。個体レベルでは、休眠、耐寒性、耐†東  

性に関する生理学的研究、個体群レベルでは、繁殖資源の季節的変動をめぐる種間競争に  

よる季節的すみわけの研究、群集レベルでは、熱帯から亜寒帯に至るいろいろな気候帯に  

おける生息場所としての森林の立体構造の変化や季節的環境の多様性変化に伴う群集構造  

変化に関する比較研究を行なっている。   

なお、近年問題になりつつある地球規模の気候変動の生息群集への影響をモニターする  

意味から、いろいろな気候帯で、ショウジョウバエ群集の季節および年次変動の継続調査  

を計画中である。  

研究テーマ   

教 授 戸田 正憲  ショウジョウバエ群集の温帯適応に関する研究   

教 授 戸田 正憲  北半球のショウジョウバエ相に関する分類学的、生物地理学的研  

究   

助教授 大串 隆之  食菓性昆虫の集団生物学   

助教授 大串 隆之  植物と昆虫の相互作用に関する研究   

講 師 丹野 暗三  昆虫の耐寒性の生態生理学的研究   

助 手 島田 公夫  動物の寒冷適応   
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P慧芸£ミ；誓；呂慧∵ニtご…霊宝こi崇il£て：慧re。nVir。nm。ntin  
higherplants；Proteinhydrationanditsrelationwithproteinstabilityinfrozenstate  

；Mechanismandmolecularaspectsofchangesinmicrobialfunctionrespondedtoa  

Shiftintemperature；AdaptationofbiologicalcellstofreezlngStreSSeS．  

和54年に部門の転換が行なわれ、これと同時に研究課題も変わって低温環境に対し  

て細胞の機能が適合する過程の解析が主な課題になった。温暖な夏の気候でよく生  昭   

育したのち、きびしい寒波の襲来する冬には休止状態でたくみに生き続ける植物・微生物  

の生活を一層よく理解する必要があるからである。   

環境温度（あるいは生育相）の変化に対応して細胞の構造と物質代謝機能の変わること  

が必要である。これらの問題を解決する為に①細胞の還元状態を維持する機能、②越冬植  

物のアミノ酸および糖代謝機能、（診越冬期の細胞小器官の活動、④新規細胞小器官の検索、  

⑤新規細胞小器官の越冬に関する生理的役割、⑥温度ストレスに対応して蛋白質を質的に  

変化させる細胞機能、⑦凍結ストレスによる植物の適応のメカニズム及び、⑧蛋白質の水  

和特性と凍結融解及び凍結乾燥に対する安定性との関係等の研究を進めている。また、応  

用的課題として長期間の凍結保有中に植物細胞が死ぬ理由の解明を行なっている。  

研究テーマ   

教 授 匂坂勝之助   

教 授 匂坂勝之助   

教 授 匂坂勝之助   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

助 手 荒木  忠   

助 手 荒木  忠  

植物の新規オルガネラ、プラスチド イニシャルに関する研究   

低温環境に特異的な蛋白質の合成誘導   

高等植物の低温下における過酸化水素代謝   

蛋白質の水和特性と凍結融解・凍結乾燥に対する安定性との関係   

月旨質のpolymorphicな変化と水和特性の関係   

溶解と水構造   

微生物の低温適応に関する比較生化学的研究   

好冷ブビリオ菌に於ける蛋白質／合成及び分解の環境温度に対応し  
た調節機構  

助 手 藤川 清三  凍結ストレスに対する・木本植物の適応と傷害のメカニズム   

助 手 藤川 清三  ガラス化による生物材料の凍結保存のメカニズム  
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io 

B慧慧慧霊慧fこs慧憲慧i崇崇崇慧gthes。rVival。f  
parasitoidsintheirhosts；Molecularmechanismoflipidtransportininsects．   

日 虫で特に顕著な生物現象がいくつも知られている。この昆虫に特徴的な生物現象に  

比っいての研究は、昆虫が熟轟から寒帯にわたる多様な生活環境に適応した、地球上  
でもっとも繁栄している動物群である理由の解明につながるだろうと考えられる。   

当研究室ではこのような立場にたって、昆虫の生体防御機構、寄生蜂の寄生戦略、脂質  

輸送の機構についての研究を行なっている。  

研究テーマ   

教 授 芦田 正明   

教 授 芦田 正明   

助教授 早川 洋一   

助教授 早川 洋一   

助 手 片桐 千傍   

助 手 片桐 千例   

助 手 落合 正則  

フェノール酸化酵素カスケードの研究   

外骨格の生体防御における機能に関する研究   

寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明   

寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回避のメカニズムの解明   

昆虫血液リボホリンの構造と機能   

昆虫の寒冷適応の研究   

液性生体防御における異物認識の分子機構  
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S£r慧崇一三ま崇：芸∠芸。‡崇L慧≡：：慧：）n。tW。rk；。。。an。ynami。S  
incoastalreglOnS；Air－ice－Seainteractionin marglnalicezones；Measurementsof  

theatmosphericandoceanicboundarylayersandsea・icefeaturesattheAir－Sea－Ice  

Observation Tower；Measurements oftheturbulentoceanicboundarylayerunder  

landfast sea ice 

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー綱を  

備えている。施設設置（1965年）以来、このレーダー綱による流氷の分布、流動につ  当   

いての研究が続けられてきた。また、対馬暖流分岐一宗谷暖流一の観測が行われ、その流  

動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）が完成した。この塔周  

辺海域を氷縁海のモデル海域と考えて、海氷生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環  

境への影響等の研究が進行中である。   

また、当施設は、米国・アラスカ大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋  

省と共同で、高緯度海域と氷縁海の気象・海象現象、海洋生物環境の比較研究を開始した。  

研究テーマ   

教 授 青田 昌秋  オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動について   

教 授 青田 昌秋  結氷海域における大気一海洋の相互作用  
助 手 白澤 邦男   

教 授 青田 昌秋  サハリン北部海氷調査  

助 手 白澤 邦男   

教 授 青田 昌秋  北極海、氷縁域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響に  

助 手 白澤 邦男  ついての比較研究   

助 手 白澤 邦男  海氷生長過程における海洋海氷の相互作用   

助 手 白澤 邦男  一年氷を通じてのエネルギー・フラックスの観測的研究  

17   



（平成3年度）  

国 際   低混研参加教′l▲r  研 究 場 所  研  究  テ  ー   マ  

l．極地氷床における二酸化炭素の拡散および包接反 教 授 本堂 武夫 （物理′、ア：）   

応過程に関する石汗究  

2．ハローの生成機構の研究  1り」教授【l川l義純 （／／）  

3．氷の凝縮・蒸発実験と季モjl！．の起源  助＋十 香内  地 （／／）  

4．F（）rmation Process of the Massjve Gr（）undlce 教 授 藤野 和人（応川物）：LltJ、7：）  

北人卜、低混研  

フランスLGGE  

北人倶雷IL排  

オランダ ライチン人草  

カナダ N．W．′1「  

ノルウェー・リグフォー  

ン 北人伏混研  

北人低iム．L尉！  

rノンントン人  

力ルホルニ7沖  

南米パタゴニア 筑波人  

一、7：名■t】最大一ゝ7：  

ネパールJICA  

シベリア全域  

モスクワ 小円「糾卜l  

カナダ ケベック州  

in CanadiaII Arctic 

5．ノルウ1－・リブフォーンにおける′長物人′l川1一夫   

験と炸巧り表層雪崩の動力学の研究  

6．11本侮底層水脈成にかかわる問H海峡の廟氷研究  

前野 紀一 （気象′、ア：）  授
 
伸
卜
授
 
 
 

教
 
溝
 
助
 
教
 
 

姓器 （ ′′ ）  

措卜一  （／／）  

．
 
 

〓
1
 
 戊
 
▲
呵
 
 
J†f t l＝塵 （i‡仕iYノア二）  

7．梅津中の徳度前線における不安定カ1象州りr′兄   仙 一 抹町  康 （′′）  
成瀬 廉二 （’1∴i汁け二）  ボ．アンデス南部・パタゴニ7地域における近什・の水 仙教授   

河変動の研究  

9，ヒマラヤの氷i＝ー湖決壊洪水の研究  ．溝 帥  

l（）．シベリア永久凍十圏総合研究  教 授  

助 ト  

Il．凍1二機構についての国際共同尖験．汁両  教 授  

助 千  

12，カナダ勅てl；における酸性外敵1i－水の流山機梢  教 授  

助教授  

助 「  

仙 ナ  

1二う．′1、0（iACOARE（熱帯海洋と全地球人1く－人1く海 教 授   

洋結合系のk応）  

‥川l知充  

布川】什二」 （凍上、／二）  

曾枇 敏雄 （／／  

柚‖ 1卜J （／／）  

イ川音」武志 （／／）  

小仙 人二 （紺Iiサいf：）  

イi川 イバ敬 （／／）  

妃巨＿ 裕二 （／／  

イ川二   ㌧
」
 
 

四人ヤ洋熱常闇  

唯美人音吉  

川人、ド汀熱′帯域 東京  

竹内．捷介  

（ヤ氷㍉候物理、7二）  

14∴伸界冥候変動研究計画（ⅥrClくL））  仙教授 遠藤 し三雄  

■■ 、  

15．四人、什「城における人気・海洋結合系のダイナミ 教 授 竹lパ 凍介  

クスの観測  （  J′   ）  

雅
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k
 
（
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藤
 
 
藤
 
 

諒
■
 
 
 
」
八
■
 
 
 

助教授  

カナダ北極圏  

カリホルニアill■  

中岡  

北人低混研  

ウィスコンシン人  

アメリカコーネル人学  

アラスカ カナダ 日本  

カナダ・北極f毎  

ヤーロマ湖 ハドソン湾  

リゾリュート湾  

アラスカ  

オホーーツク海  

オホーーツク軸  

サハリンilト   

用．中緯度の気象・気候にリーえる極小出1の形成と情動＋助教ぷ  

に牒jする研究  （  ／／  

17，第4次・い円錐ショウジョウバエの系統分鮒ヴ・進 教 授 川「l止憲 （動物′’7：）   

化遺伝′、アイ1勺研究  

1日．ブラスチト形成に関する研究  教 授 匂坂勝之助 （生珊′、ア：）  

19．ライ左7Uロトブラストの低混順化後の凍且■fに対す 助 f 二藤川＋清十 （′′）   

る過応グ）機構  

2り．水練域の海水牛成が海況および淘澤井物にり・える   

彬響王ついての比較研究  

2l．北林海ポリニア城における′上物牛琉三j坦ヰ■－1のイりけ巳  

22．油氷卜の乱流構造の観測研究  
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2二う．北極渥、氷組成の海氷生成が海況および勅封二′卜物   

にり・える影響についての比較研究  

24．11本・ロシア‥lり巨＝二よるオホ‥ツク淘・サハリン   

沖曲水の八川調査  
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国 内  
助教授 古川 義純 （物理学）  

助教授 占川 義純 （／／）  

助教授 rl－川 義絶 （／／）  

学習院大 九州二L大  

北大低塩研、電子研  

東北大  

‘ナ：有閑発事業団  

1．平舘晶の形態形成の計算機シュミレーションによ   

る研究  

2．氷結品の表面、下地との界面及び粒界耐における   

擬似液体層の微視的構造の研究  

3．TR－IAロケット徴′ト車力実験－アセント溶液から   

成長するCdI2結晶のその場観察実験－  

4．吸水性プラスチックを川いた人Ⅰ二積雪の物理的特   

件の研究  

5．波力を利川した融雪方法に関する実験的理論向研   

6．衛星による雪氷のマイクロ波リモⅦトセンシング   

データーの処王型と解析に関する研究  

7．衛i封こよる雪氷観測のためのマイクロ波計測プノ∫㌧   

の検言寸と農礎資料の収集  

8．惑星・環境・生命科学に関わる水物性の総合研究  

教 授 藤野 和夫（応用物理学）北大低温研  

）北大低温研  教 授 藤野 和大（  

大
行
石
 
 

和
俊
俊
 
 
 

野
 
村
 
村
 
 

藤
 
河
 
河
 
 
 

授
手
 
戸
 
 
 

数
勘
 
助
 
 

北海道全域  

北大低温研  

北海道l二業大  

北大低温．研  教 授 前野 紀一 （気象学）  

助教授 古‾川 義純 （物理学）  

講 師 水野悠紀子（応用物理学）  

講 師 花房 尚史 （生理学）  

教 授 若】二 正暁 （海洋学）  

助 f：大畠慶一郎 （／／）  

9．南極士動こおける穴候変動に関する総合研究計画  北大低温研 極地研究所  

南極基地  

助 f 河村 俊才ナ（応用物理学）  

助教授 才子川 イ言敬 （融‘…ljサ十字）  

教 授 秋川谷英次 （雪害科学） 農学部・演習林  

教 授 藤野 利夫（応用物理学）弘前大学 山形大学  

肋 千 万川二 吉之 （融雪科学） 新潟大学 長岡科学技術  

助 f 福沢 卓也 （雪害科学） 大学 森林総研  

長岡高専  

助教授 成瀬 廉二 （ ′′ ） 北大依温研 束北大  
筑波大等  

助教授 成瀬 廉二 （／ノ） 極地研究所等  

10．‥り也豪ヤ災書の予測と防除、復‖対策に関する研   

究  

11．陸城における水循環過程の解明  

12．氷床動力学的情報の観測技術の開発  

13．ヒマラヤ氷河の質量収支に関する研究  助 「 白岩 孝行 （／／） 筑波人一芋  

14．先史モンゴロイドの移住と古環境  教 授 福‖lEL （凍」J、芦）  

15．南北l好転の永久凍二i二の形成環境の研究  教 授 桶川 正J （／／）  

助 一 骨根 敏雄 （′′）  

16．氷床雪氷屑の物理学的化サ自勺組成の変動に関する 教 授 小林 大二 （紺一榊一、r）   

研究  肋 卜 妃lミ 裕二 （ ′′ ）  

17．郡市の豪′Ii■災害の予測と軽減・防除に関する研究 助教授 遠藤 辰雄  

（雪氷気候物，曜′、ア：）  

18．高等植物液胞膜の形成・発達ならびに機能変動に 助教授 前島1仁義   

関する研究  （f171物凍宮村学）  

19．柿間間接作用機構の操作実験による解析  助教授 大小 隆之 （動物学）  

20．キングジョージ島における陸上動物の生態学自t硝1二 助 下 島Ⅲ 公夫 （′／）   

日本 シベリア  

極地研究所  

極地研究所  

北海迫  

基礎生物学研究所  

滋賀知人  

極地研究所  

北人低温研 農水省北海  

道農業試験場  

北大棋㍑．た研  

帯広畜亜大  

北大仇混研  

北大低混研  

紋別沖 アラスカ  

21．リンゴの射凍件に関する研究  

22．アルギニンの代謝  

2二i．16ステップによる′巨針精卵のかラス化伽／f二  

24．碇子顕徴税により難視材料を吋祝化するための研   

25．水素射毎城における人気・f毎洋間の熱輸送機構と水   

野の運動についての研究  

26．リモートセンシングによる大気・沌吏汀不‖圧作用の   

研究  

教 授 匂板勝之助 （生こ理学）  

教 授 匂坂勝之助 （／／）  
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学 内  
1．X線散乱トポグラフ法による金属人工格子の評価に 教 授 本堂 武夫 （物理学）  北大低温研   

関する研究  

（雪害科学） ヒマラヤ  

（融雪科学）  北海道全域  

l り ＼  

（／／） 母子里 苫小牧 天塩  

（／′ ）  

し  ＝ 1  

（／／）  

（／′ ） 紋別 母子里  

（／／）  

l、  ＝  、  

（ ′′ ）  

（附属流氷研）  

（生理学）  北大低温研 獣医学部  

2．後期更新世におけるヒマラヤ氷河変動の研究  

3．酸性降下物に対する森林の緩衡機構  

4．寒冷地域の森林が水文、気象、植生に与える影響   

の研究  
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5．多様な地表面を有する流域の水収支に占める蒸発   

散による水損失の季節変動の研究  

6．マウス受精卵の†東結保有のメカニズムに関する研   

究  

部門間  
l．南極昭和基地周辺、リエツオ・ホルム湾の海氷の 助 手 河村 俊行（応用物理学）   

成長過程の研究  助 手 大島慶一郎 （海洋学）  

2．北海道の広域積雪に関する調査研究  教 授 秋田谷英次 （雪害科学）  

（／′ ）  

（／／）  

（ ′′ ）  
（融雪科学）  
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教 授 秋田谷英次 （雪害科学）  3．札幌の平地積雪の調査研究  

（ ′／）  

（／／）  
（融雪科学）  

（応用物理学）  

（雪害科学）  

（凍上学）  

（雪害科学）  

（気象学）  
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4．走山渓山中の地下水の調査研究  
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3）矢作 軋伊豆田久乳福H】止じイ礪融詰‥ 凍土・土壌凍結の飼各pp．79－94．ヤ氷調薫城＝‖本雪  

氷学会北海道支部編，北大国書刊行会，札幌）  

4）兄」〔裕二：融雪調査法，pP・137152・ヤ氷調査法イ針本雪氷学仝北海道支部軋北大図書刊行会，札幌）  

5）福靴化：寒さの贈り物，pP・3148・大いなる島北海道の‖然史－（北海道放送教育委員会編，北大  

図書fり有会，札幌）  

6）・土子川静夫：温度「環境応劉，Pp・142－158．現代植物生理学灘4巻（新免照男楓朝倉書店，東京）  

7）詰机静夫二 柄物の寒さとのたたかい，pp・79107．驚くべき生命力の科学（日本科学会猟人肛本図書，  

東京）  

8）前払E義，旭 止：温度に対する椀物の応答，pp．135150．才‡披講座分子生物科学第12巻植物の機  

能（旭 正編， 才‡波書店，東京）  

9）M・Maeshima：VacuolarmembraneH＋－pyrO＠hosphataseofmungbean．pp．283－239．in“M。Iec。1ar  

Approachesto Compartmentation and Metabolic Regulation”（A．fI．C．Hung and L．Taiz eds．  

AmericanSocietyofPlantPhysiologists，Rockville，USA）  

10）T・Ohgushi：SpatialvariationinLifetimefitnessinanherbivorousladybeetle，Epilachnaniponica．pp．  
517－518in“Insect－PlantRelationship’’（T．Jermyed．AkademiaiKiado，Budapest，Hungary）  

11）荒木 忠：低塩微′iこ物の生態と分離培養，pP．149－162 極限環境微生物ハンドブック（大島泰郎監修：（株）  

サイエンス・フォーラム，束京）  

12）荒木 忠：低温微生物の生化学，pp．163177．極限環境微生物ハンドブック（大島泰郎監修：（株）サイエ  

ンス・フォーラム，東京）  

13）S・Fujikawa：Freeze－fracturetechniques．pp．173－201．in“ElectronMicroscopyinBiology－APractical  

Approach）’J．R．Harrised．OxfordUniversity Press，London  

報 告， 古 川 義 純二融液成長における形態形成と重力の効果  

資料等古 川 義 絶‥鮎近傍で起こる氷結晶の融解転移の偏  
光解析法による研究  

水  野  悠 紀 子：多結晶水のクリー78歪と再結晶  

宇宙基地利用基礎実験費研究成果報告書  

（宇宙科学研究所）  

平成2年度化学研究費（一般研究C）研究  

成果報告書  

科学研究費補助金総合研究A「氷コア解析  

による氷河・氷床の動力学的特性と環境変  

動に関する総合研究」研究成果報告書 代  

表者 若浜五郎  

同 上  

同 上  

同 上  

同 上  

北海道大学特定研究経費研究成果報告書  

（「海氷の動特性と局地気候の形成に関する  

研究」）  

科学研究費一般研究（B）「雪渓の水循環に  

関する水文的研究」研究成果報告書（研究  

代表者）  

同 上  

同 上  

同 上  

水  野  悠 紀 子：圧力融解点近傍における多結晶氷の変形  

と静水庄の効果  

河  村  俊  行：X線CTスキャナによる雪氷コアの3次元  

密度分布の非破壊測定  

成  瀬  廉  二：南極クインモーードランド氷床の平衡形  

成  瀬  廉  二：降雪量変化を考慮した氷床深層氷の年齢  

推定の試み  

大島慶一郎・若土正暁：オホーツク海北海道沿岸域における流氷  

渦列の研究  

西村浩一・福沢卓也二大雪山ヒサゴ雪渓の質量収支とその変動  

西村浩一‥ 福沢卓也：大雪山ヒサゴ沼流域のおける横雪量変化  

見玉裕二・竹内由香里：大雪山ヒサゴ雪渓の融雪  

河村俊行・石井吉之：大雪山ヒサゴ雪渓における融雪水の流出  

野村 睦・見玉裕二  

小林大二  

山田知充・西村浩一：大雪山ヒサゴ雪渓の水文・気象環境  

兄玉裕二・野村 睦  

工藤 岳・兄玉裕二：大雪山土壌温度の通年変化  

竹  内  謙  介：西太平i羊における大気・海洋相互作用の 総合イ肝究A研究生成果報告書  

ENSOに及ばす影響   
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WaterandEnergyCommissionSecretar－  

it，Ministry of water Resources，His  

Majesty’sGovernmentOfNepal，Report  

No，4／1／291191／1／1SEQNo．387  

Low Temperature Sci．Ser．50，Date  

Report  

低温科学，物理篇，50資料集  

同 上  

同 上  

第2次小笠原諸島月然環境現況調査報苫書  

：Preliminary work report on glacier  

lake outburst floodin the Nepal   

Himalayas  

：Glacierinventory of the Langtang  

Va11ey，NepaltIimalayas  

：札幌の平地積雪断Ir】i測定資料一平成2年   

－3年冬一  

T．Yamada  

T．Shiraiwa and  

T．Yamada  

秋川谷英次・白岩孝行  

尾閲俊浩  

イ川二．†f之・秋田谷英次：北海道の広域積雪瀾査1991年2月一  

位藤利秀  
福沢卓也・秋Ⅲ谷英次：積雪表層におけるヤ温変化と変態過程  

（19891990）  

ノi‖川二憲・松長克利：′ト笠原におけるショウジョウバエ相の変  

遷  

学会発表  氏  名  

題名・要 旨  学 会  名  場  所  

1．A，Kouchi，］．M．Greenberg，T．YamamotoandT．Mukai  

Thermalconductivlty Of amorphousice relevance to  European Geophysical Wiesbaden，  

Society16th General Germany  

Assembly．   

Although theimportance of knowing the thermalconductivity，X，Of vapor－  

deposited amorphous solid water（a－ⅠⅠ20）for predicting the thermalevolution of  

COmethasbeenwidelyacknowledged，therehasbeennopreviousdirectmeasurement  

available．Untiln（）W，allthe discussions on comet evolution have been based on a  

theoreticalestimation of x byKlinger．   

Onthebasisofournewexperimentalresult and areanalysisofdatafoundinthe  

literature，Wehavearrivedatanewestimateofthekofvapor－depositeda－H20．We  

havefoundthattheJ〔Ofa・II20isatleasttwoandperhapsfourordersofmagnitude  

Smallerthanthat estimatedby Klingerand greatly depends onitsformati（）n COndir  

tions．Wediscussthetherma】andchemicalevolutionofc（）metuSingthenewvalues  

of〝．  

comet evolution  

2．A．Kouchi，］．M．（；reenberg，T．YamamotoandT．Mukai   

A new measurement of thermalconductivity of amor－ lnternationalConfer－  Flagstaff，   

phousice：relevanceto cometevolution．  ence of Asteroids， USA  

Comets，Meteors1991．  

Althoughtheimp（）rtanCe Of knowlng the thermalconductivity of amorphousice  

（a－H2O）for predicting the thermalevolution of comets has been widely realized．  

Therehasbeen no previousdirect measurement avai12n〕1e．On the basis of our new  

experimentalresults，Wehave found thatthetherrnalconductivityofa一II20ranges  

fromatleastonetofourormoreordersofmagnitudesrr）aller－thanthatestinlatedby  

Klingeranddependsstrongly onitsformationconditions．  

Since the cometary nucleusitselfis very porous，the thermalconductivity（）f the  

COmetnuCleusmaybeanadditionalfourordersofmagnitudesmallerthanthatofthe  

COnStituenticygrains．Thissuggeststhat thenetthermalconductivity ofthecomet  

nucleusissmallerthanlO SWm1K一！Thema〕OrmeChanismofheattransferinthe  
C（）met nuCletlSCann（）tbeby conduction．Althought weconsideredtheheat transfer  

either by radiation or by diffusion of water molecules，both effects ar’e negligible．  

Consequently，itappearsunlikelythattheheatlngOfacometatdepthslargerthanlO  

cm（conser・vatively）haseveroccurrcd．  
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3．A・Kouchi，J．M．Greenberg，T．YamamotoandT．Mukai   

A new measurement of thermalconductivity of amor－ 24thISAS Lunar and 相模原  

phousice：relevancetocometevolution．  PlanetarySymposium．  

Thethermalconductivityofveryslowlydepositedlowtemperatureamorphousice  

derived from experimentalresultsisshown to be a factor oflO4tolOr51ess than  

hithertoestimated．Thenewresultsaredirectlyrelevanttothekindoficeincomets  

Whichexistsasmantleswhichformedatastronomicaltimescalesonpresolarinter－  

Stellardust・Usingtheexceedinglylowvalueofthethermalconductivityofcomets  

deduced from the amorphousice propertiesleads to the expectation thatinternal  

heatingofcometsisnegligiblebelowtheouterfewcentimeters．  

4．A．Kouchi，J．M．Greenberg，T，YamamotoandT．Mukai  

Thermalconductivity of amorphousice relevance to InternationalSympo一  札 幌  

COmeteVOlution・  Sium on the Physics  

andChemistryofIce．  

アモルファス氷の熱伝導辛がこれまでの推定値より4～5桁小さいことを示した。  

5．A．Kouchi   

Thermalconductivityofamorphousice．  InternationalSchoolof Erice，Italy  

SpaceChemistry．  

アモルファス氷の熱伝導に関するレビューを行った。   

6．A．Kouchi，）．M．Greenberg，T．YamamotoandT，Mukai   

Extremelylowthermalconductivity ofamorphousice．  GrainFormationWork  八王子  

Shop XIII．  

The thermalconductivity of very slowly deposited amorphousice derived from  

expenimentalresultsis shown to be a factor oflO4 tolO51ess than hitherto  

estimated．Using the exceedinglylow value of the thermalconductivity of comets  

deduced from the amorphousice propertiesleads to the expectation thatinternal  

heatingofcometsisnegligiblebelowthe outerseveraltensofcentimeters．   

7．Y．Furukawa andW．Shimada  

Morphology of theice crystalgrownin supercooled InternationalSympo一  札 幌   

water．  sium on the Physics  

andChemistryofIce，  

過冷却水から成長する氷結品の新しいその場観察法を開発した。すなわち、マッハツユ  

ングー十渉計により氷結品を観察すると、結晶の厚みに応じた干渉縞が得られ、結晶形態  

の3次元的な解析が可能であることがホされた。特に、樹杖状結晶の先端部の曲率の精密  

な測定が行われ、その過冷却度依存性が議論された。  

8．Y．Furukawa andJ．Hallett  

Experimentalstudy on the’halo’formationin artificial r［J上  

ice cloud．  

同 上   

低温実験室内に1m角に雲箱を作成し、その内部に水晶を発生させ、人「水晶雲を作っ  

た。この水晶雲に、平行白色光線を入射させ、その散乱光の強度の散乱角分布を調べた。  

その結果、散乱角22度付近に、散乱強度の極めて強い部分が観測された。これは、六角柱  

水晶による光の屈折の効果により生じる、いわゆる22度ハローに相当する。すなわち、ハ  

ロー現象の実験室での再現が可能であることが示され、水晶雲の光学的件質の定呆的な測  

定実験も可能であることをホした。  

9．A．Goto，K．Akiya，T．Hondoh，Y．Furukawa，T．Kuroda，   

T．Shimura andJ．Harada  

Characterization of the surface ofice crystalby X－ray  同 上   

CTRscattering．  

同 上   

超高エネルギーX線による氷結晶表面の微細構造の解析の試みを行った。この方法によ  

り得られるデータは、氷の表面の微細な凹凸により大きく変動することが示され、最も効  

果的な氷表面の作成法として、ネガティブクリスタル法が過当であることが指摘された。  
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10．Y．Furukawa and W．Shimada   

Experimentalstudyofthepatternformationoficecrystal   

grownin supercooled water．  

KIT International 北九州  
Workshop’Physics of  

Pattern Formationin  

Complex Disipative  

System’．   

過冷却水中で成長する氷結品のマッハツエンデ一千渉計によるその場観察の結果を解析  

し、氷結晶の三次元的な形態形成が議論された。特に、氷結晶の樹枝先端部は、平らなべ  

ーサル面の発達した側と、曲面の側とで挟まれた非対称な形態をとることが明らかにされ  

た。この形態の非対称惟の原閃は、氷結晶周辺で発生する自然対流の効果であることが指  

摘された。  

11．畠Ⅲ＋≠、六川義純   

過冷却水からの氷結品の形態形成ⅠⅠ．  日本物理学会第46阿年  札 幌  

会．  

過冷却水中で成長する氷結品のその場観察の結果、結晶の三次元的な形態が明らかにさ  

れた。氷結品は、その成長初期には円盤状の形態をとるが、成長にともない六方対称性の  

整った樹杖状結晶へと変化する。このような形態変化が、氷と過冷却水の界面での界面張  

力（界面n正エネルギー）の異方性と関連づけて議論された。  

12．塚本勝男、小沼一雄、損＝lJ垂直、清水健司、入沢寿芙、   

古川義純   

TRlAロケットによる微小電力実験（地仁予備実験）．  第22回結晶成長国内会  甲 府  

議（NCCG－22）．  

TRl－Aロケットを利用した微小重力下での結晶成長実験を行うための予備実験を行っ  

た。便川した系は、アセトン溶液からのヨウ化カドミウム結晶の成長で、結晶表面と環境  

相を2波長干渉顕微鏡を用いて同時にその場観察する。その結果、環境相の拡散場や結晶  

表面のステップの運動が観察可能であることが示された。   

13．島田 亙、古川義純   

過冷却水から成長する氷結晶の形態形成．  同 上  同 上  

過冷却水中で成長する氷結品のその場観察の結果が解析された。成長にともなう形態形  

成の変化を定量化するため、結晶外形の緑の長さとその結晶のJjめる面稽の比（結晶形態  

の複雑さの程度を示すパラメーター）の、時間変化が求められたpその結果、成長が進行  

するにしたがって、この比は大き〈なるが、十分成長した結晶ではある一定値に近づくこ  

とが明らかにされた。これは、結晶の外形の変化は、フラクタル的な変化を示さないこと  

を示唆している。  

14．後藤l朋、秋谷和広、本堂武夫、－1J川義絶、否内晃、   

黒田萱志雄、原Ⅲ仁平   

X線回折法による氷の表面融解に関する研究．  1991年日本物理学全春  東 京  

の分葎斗会．  

氷結晶の表面は、融ノ．1近傍の温度領域で表面融解を起こし、擬似液体層で覆われた方が  

エネルギー的に有利である。本研究は、X線回折法を用いて疑似液体層の微視的構造を解明  

することを口的としている。特に、氷と疑似液体屑の界面の構造の解析にこの方法が有効  

であることがホされた。   

15．島H 亙、占川義絶   

氷結晶の形態形成一樹枝状結晶の三次元的構造．  日本雪氷学会全国大会．  筑 波  

氷結晶の成長のその場観察の結果が解析された。特に、計算処矧こより樹枝状結晶の三  

次元的構造の手酎象が可能となった。さらに樹枝状結晶の先端部の成長速度と曲率半径の測  

定が行われ、過冷却度に対する依存性が明らかにされた。この結果は、樹枝状成長に対する  

理論と比較検討され、氷結晶の成長に殖二接適用可能な理論は、存在しないことが示された。   

16．■l】▲川義絶   

氷結晶の表面、下地との界面及び粒界耐こおける擬似液体層  文部省重点領域研究「原  東 京   

の微視的構造の研究．  子レベルでの結晶成長機  

構」．第1回研究会．  

氷結品の表血は、融点近傍では表面融解を起こす。同様な融解転移は、結晶と下地との  

界面、または結晶粒界においても起こることが了欄lほれている。本講演では、光を利用し  

た最新の表面解析手法により、これらの融解転移の消長や、擬似液体層の微細構造の研究  

が可能であることを指摘した。矧こ、偏光解析法とレーザー光の反射にともない発生する  

第二高調波（SHG）の精軒別定が氷結品の表面解析に有効であることが強調された。  
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17．古川義純、島H J～J二   

融激成kにおける氷結品の彬態形胤  節8い＝・：1i挿」川シンポジ  同 上  

ウム．   

紺欄－が成長している峠、結晶周辺の環枯場には、推散揚が′卜じるい 過冷却水の■t■での氷  

結ぷ，の成kでは、熱拡散域が重紫である。このとき、混度変化により酢要の分布かでき、  

巾力下ではH然対流が発生する11氷結品の場合、卜から卜に向か一ノて（車力の力■l／り）対流  

が起こり、結Ⅶ．の彬態に人きな；i寺子琴・tドをり一える。本棚甥では、氷射h†．】．の彬態のJ「；対称件かIrl  

然対流の効果とどのように関辿しているかを議論Lた〔，このようなサ祭をもとに、微小重  

力卜での氷結品成k一夫験の基礎データを得た。  

18．藤野和夫、井上正則、小段範久、山内 豊   

波力を利用した融角珊‡i．  第7回堰地枝彿Jシンポジ  北 見  

ウム．  

融ヤ槽で効ヰくよく′】「を融かすH＝貨として撹拝んノ（か川いられている‖ 拇拝方式とLて、  

造波、プロペラ水流、アンチーーター、ジェット水流、エアブローーを選んで槽輔姐l言’の柏里  

‘夫験をイ」二い、その効果を比較した（さらに、実験結果からシミュレーションモテルをl掴発  

L、融1■現象を推定し、その結果をもとに波力I則1リノ▲J（の優イ吊隼を楯、ンニした。   

19．M．Suzuki，M．S；lS之Iki，T．Matsumoto and K．Fujino   

Radi（）metricObservati（）Il（）fsn（）WPaCk by MOSrl．  lnternational  札 幌  

Conference of Antellna  

l｝rop之IgatioIlりSAI））．  

M（）S－1に搭載したマイクロ波放射計の輝度混度とヰ甘I「深は良い州閲を′」こしたが、椚樟か  

J）5（）km程度にわたる地域では出い木l憫をホさなかった。これは海が分解能に巌響を及ぼし  

たためである（ 

20．水リl日払妃戸   

High temperature creep of polycr〉，Stallineice under Illterllati（）nalSympo一  同 卜   

hydrostaしicpressurc・  Sium on theI）hysics  

and Chemistry ofIce．  

氷河、氷■裾阻部や底仙のように■1■紺1、■：【伸二卜にある水の流動とその微視的過杵を明らか  

にすることを‖「畑二、人㍍圧から35MPaの静水上Ⅰ；をn荷しながら人1二多結晶水のJl三縮クリ  

ープ‘夫験をイト」たり 圧力融解点との㍊度差が7℃以仁の温度甜域では遷移、定常、加速、  

減速のUqf邪皆のクリー70領域に対応する歪と紙■．．ⅧL織は圧縮応力によらず一定であ′ノた（，  

それよリア射‖欄城では歪と結．1．】ト納札との対応件はなくなり、すべてのクリープ領域で結晶  

＊、■〔の野川三変形と粒料二於けるル結晶成長がi札時に起こる。クリープ速度に対する静水けの  

効果は 6℃以1て顕上引二なり、昭鮒一三力融解ノ∴・二との混度差が同一のばあいには静水JI三が増  

すとクリー7【速度は減少した〔，   

2l．水江If悠紀丁   

応力緩和過程に於ける直結牒－  ri本・ti－水草会  筑 波  

釘結晶水の結晶糸【L織（粒径、fabric）ほ応力状態によって変化する。特に破壊を伴わない  

高Jl三、高温卜においては結，裾軋紬を支配する機構はl旧店品である。・定の応力を′ノ・えなか  

ら多鋸誹一氷を変形させると、l朋／iん－，の成長は加速クリー1プ領域のみに限られる。Lかし所  

定の歪をり一えた後に応力を除」こすると、歪に応じて巾結晶カゞ起二る〔〕rf甜古占粍の成k速度、  

粒径分布は試料の＝硯的な歪と試料内の歪エネルギーに依存する。また、再結晶粒の主軸  

ノルニは歪が人きくなるほど応力勅使・トL、とした小lリガーードル内への某申度が増した。  

22．成川姓器、前即紀・、⊥Moore  

l嗣妬15コア申の火山清劃記録とその屑の氷構造の特徴．   ri司 卜  同 上  

南梅G15地点で掘削されたコア．甘料につし、てのⅠ）EP（誘電7Uロ7アイル測定）とECM（表  

面電や測定〕か行われ、過ム10（）0隼聞の火山清動との関係が明らかにされた。  

23．軸老沼孝郎、前野紀 一   

高濃度に穴体を含む氷の研究（Ⅰ）．  同 仁  同 上  

γた気および炭恨ガ’スが氷にrl一滴翫如二含イ］▲される過程が調べられた。得られた氷の力学的  

尖験が実施され、気体を含有しない氷との相違が議論された  

24．荒川政彦、前Ⅳ紀一、車坪俊‥   

イ氏～．■‖L卜における多結晶水Ihの変形突働（1Ⅰ），  同 卜  同 上  

液体睾素温度までの多射満水の力学変形特性を明らかにするH的で実験装荷が納み立て  

られ、歪速度、発牛応力、温度との閏の関係が調べられた。  
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25．前野紀▲   

ノ†手崩ダイナミックスワーーキンググルーー7（：ノルウ1－・リグ   同 卜  同 仁   

フォンにおける人「1i－崩尖版〔）  

1f（成2／3隼の冬李に‘夫施されたノルウェ【・リグフォンにおける文部首科研軸外共同  

研究において、′早苗にJる衝撃J†；、．∴ テブリ等が観測され、内部構造や内部速度が求め  

られたり   

26．西村浩一l伸IH美   

模型′†沌i実験による雪氷混和流の内部構造の研究（ⅤⅠ）．  同 仁  同 仁  

人侶雷．し1iに設置された頼堅雪職シュー¶卜に多数の氷粒・rを流し、その運動が高速ビデオ  

で観測、解析された。   

27．小杉健二、西木、ほトー、前野紀一   

ヤ抑二おける氷粒子の衝突実験（ⅠIl）  トl上  回 卜  

吹′Ij一における瀬積めん近傍の雪粒了一運動を明らかにするため、氷粒r・の衝突実験が行わ  

れ、衝突特件の速度依石・、角度依存、粒径依存が調べられた。  

28．西村浩一  

．ワ、ほβ峡谷雪肌夫験観測研究グループ：黒部ホウヤ崩の実験的  同 上   

研究（Ⅴ）  

】．・J 卜   

高速十川桐軒先の一部として尖施されている黒部志分布雪崩観測では、平成2／3年の冬  

季に4仰の‘一拍旨が調べられた。各々のヤ崩に関して、ビデオ、衝撃Jt三、温度、振動等のデ  

【タが得J）れ、内部構造との関連で解析された。  

29．N．MaerlO，T．Araki，］．Moore and M，FしIkuda   

Dielectric resp（）nSeOfwaterandicein frozensoils．  InternationalSympo一  札 幌  

Sium on the Physics  

andChemistry ofIce．   

Thedielectricconstantandconductivityoffrozensoilsweremea§uredasfunctions  

Oftemperature，frequency，SOilkind andwatercontent．  

30．T．Ebinuma and N．Maeno   

Mechanicalbehaviors of polycrystallineice containlng  同 上  同 上  

pressurizedgasenclosures．  

Icewasf（）rmedbycompressingiceaggregatesfilledwithgassuchasairandcarbon  

dioxide．Itsmechanicalpropertiesweremeasuredanddiscussedinrelationtothegas  

contained．  

31．M．Arakawa and N．Maeno   

MechanicaldeformationofpolycrystallineiceIhattem一  同 上   

peratureslOO K－263K：First report．  

同 仁  

Asystematicstudyofmechanicalpropertiesofpolycrystallineicewasfirstprefor－  

med atthelowtemperaturereglOntOlOO K．   

32．H．Narita，）．Shimizu and N．Maeno   

Sheardeformationoficecontainingsoilparticles．  同 卜  同 上  

Sheardeformationexperimentoficecontaining soilparticleswere performed；the  

parameterswereconcentrationandkindofsoilparticles，temperatureandstrainrate．   

33．N．Nishimura and N．Maeno   

Crystalgrowthinsnowundertemperaturegradient．  同 上  同 上  

A very smallactivationenergywasfoundforthecrystalgrowth ofsnowin the  

snow／icesamplesinEastAntarctica．Thevaluewasexplainedbythestrongtemper－  

aturegradientformedinthesurfacesnowcoverinAntarctica．  

34．N．Nishimura and N．Maeno and M．Nakagawa．   

Chute flowcxperiments oficespheres．  Japan－US Workshop  筑 波  

On Snow Avalanche，  

Landslide，Debris Flow  

Prediction and Control．   

Snow Avalanche was simulated by the flow of manyice spheresin alarge cold  

room．ThemotionwasstudiedbyahighLSpeedvidecamera．  
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35．M．NakagawaandK．Nishimura   

Chute flow experimentsoficespheres．  International ConferL  同 卜  

ence on Multiphase  

Flows．  

The flow motion ofice sphere on aninclined chute was studied by numerical  

simulation；thecalculationtookintoaccountofdetailedcollisionandreboundofeach  

Spherewhichisviscoelastic．   

36．M．Arakawa and N．Maeno   

Experimentalstudyonthedeformationofpolycrysta11ine 24thISAS Lunar and  相撲原  
iceIhattemperatureslOO－263K．  PlanetarySymposium・  

Theresultofthedef（）rmationexperimentofpolycrystallineicewasdiscussedwith  

refererncetothevariousphenomenaobservedinicysattelitesofJupiterandSaturn・   

37．Y．Iijima，Y．Okimura，M．Kato，M，Arakawa，   

A．Fujimura，N．Maenoand H．Mizutani．  

Impactexperimentsoficeonice．  ri了】p上  向 上  

Impact experiments of ice were carried out at various impact speeds and tempera- 

tures，TheresultswerediscussedasthecausetocreatesometyplCalformsofcraters  

foundinicysattelitessuchasGanymedeandCa11isto．   

38．K．Nishimura，K．Kosugiand M．Nakagawa   

Experimentsonice－Sphereflowsalonganinclinedchute． The Second US／Japan Po t sd a m  

Seminar on Microme－ （USA）  

chanics of Granular  

Materials．  

Icesphereflowexperimentswereperformedtoclarifythebehaviorsofeachsphere  

and the whole flowin reference to snow avalanche．   

39．荒川政彦、前野紀・、中坪俊一   

低温下における多結晶水Ihの変形実験（ⅠⅠ）．  地震学会．  名古屋  

新し〈組み立てられた低混用力学実験装置により多結晶氷の変形特性が調べられた。得  

られた結果は、木星、土星等の氷衛星のテクトニックスとの関連で解析、議論された。   

40．荒川政彦、前野紀一   

氷衛星の庄密史と内部構造．  地球惑星科学関連学会．  京 都  

氷衛星は氷微人体の衝突・併合で形成されたと考えられる。氷衛星の圧密の歴史と内部  

構造が氷の加圧焼結過程として計算された。  

41．荒jll政彦、飯島祐一、加藤 学   

金属鉄の衝突合体・破壊に関する実験的研究．  微惑星の衝突破壊に閲す  相模原  

る小研究集会．  

金属が高速で衝突するときの合体や破壊のプロセスが実験的に調べられ、惑星形成時の  

物理過程の一つとして議論された。   

42，加藤 学、飯島祐一、沖村康之、荒川政彦、前野紀一、   

藤村彰夫、水谷 仁   

衝突過程に関する実験的研究一氷の場合．  同 上  同 上  

氷の高速衝突実験が実施され、一般的なスケーリング別の観点で、他の物質の結果と比  

較検討された。  

43．前野風上一   

雪崩の摩擦係数  雪崩ダイナミックス研究  ′ト 樽  

集会   

雪崩の摩擦係数という鼠を定義し、測定された雪の摩擦係数との関連を議論した。  

同 上  同 上   

雪崩に伴って発生すると言われる雪崩風の実験例を示し、その成因について論じた。  

同【f二  同 上   

雪崩の堆積物（デブリ）の雪塊構造を実測し、その解析結果から運動中の雪崩の内部構  

造について議論を進めた。   

44．西村き告【一   

雪崩風  

45．成田英器   

雪崩の雪塊構造。  
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46．滝沢降俊、牛尾収輝、大島慶一郎、河村俊行   

第31次ACR大気一海氷一泡洋相互作用の研究概報．  

47．同 上   

リエツオ・ホルム湾定着氷下の海況変動．   

48．同 L  

AXBTによる沿岸ポリニヤの鉛直温度プロファイルの測定．   

49．若十止暁   

南極域の巨人海子羊渦と海氷分布特性。   

50．滝沢降俊、牛尾収輝、大島慶一郎、河村俊行   

リュツオ・ホルム湾定着氷卜の海況変動．   

51．若土止暁   

初めて見い出された南極城の巨大海洋渦．   

52．渡辺達郎、岩上正暁   

オホーツク海千島海盆域の海洋循環に関する数倍実験．   

53．菊地 降、若土正暁   

北太平洋西部亜寒帯循環での人気による冷却化の効果．  

極域気水圏シンポジウム． 東 京  

同 上  同 上  

同 上  同 上  

同 上  同 上  

日本海洋学会  同 L  

同 上  同 上  

同 上  同 上  

同 上  同 上  

54．秋田谷英次、尾関俊治、汀岩孝行   

平成2年～3年冬期の札幌における積雪の特徴．  口本雪氷学会．  筑 波  

札幌における定期横平断面観測結果を過去のデータと比較すると、多雪年で寒さは平年  

並であった。降雪は風の影響で降雨雪壷計では正確な偶が得られない。降雪探知機のカウ  

ント数と公式観測法による雪板上の積雪上の積雪水量を比較し水量換算式を得た。平地の  

積雪水量と上記の累計換算量は良い一致を示した。札幌近郊で同時に多発した表層雪崩の  

原田は特異な降雪結晶によることが、断由観測から明らかになった。   

55．尾開催浩、秋田谷英次   

サン・クラストの形成の観測．  同 上  同 上  

積雪表面に見られるサン・クラスト（薄い板状の氷）の観測とその形成過程を考察した。  

その形状的特徴は厚さは1～2mmの氷で、その下部には数mmの厚さで空隙が存在する。形  

成時の気象の特徴は快晴、気温が0℃近傍の目しぃでクラストとの下面には水滴がみられる。  

形成時の気象観測データから熱収支を計算すると、口射による内部融解が発生し、ごく表  

面では艮波放射・顕熱・潜熱の収支が負で融け残ったことがわかった。  

56．石井吉之、秋田谷英次、佐藤和秀   

北海道北部・東部における積雪の地域特件－1990～91年冬  同 上   

期  

同 上  

当該地域で約50箇所の広域積雪調査を行った。北部の多雪地域では積雪水量は平年より  

かなり少ないが、積雪の平均硬さは平年以卜であった。東部一一・円はしもぎらめ雪が顕著で、  

硬さや水量も平年並であった。北部と東部の積雪特性には顕著な差異が見られた。化学成  

分濃度を総観すると、北部日本海沿岸では濃度が高く、東部の内陸では小さい傾向にあっ  

た   

57．天野降明、秋田谷英次、成瀬廉二   

木下式硬度計と剛球硬度計を用いた雪氷路面調査．  同 上  同 I二  

雪氷路面のすべり抵抗は1）タイヤと路面のすべり摩擦抵抗、2）タイヤが雪氷路面を壊  

す破壊抵抗、3）タイヤ前血の雪を排除・圧縮・運搬の抵抗に分けられる。これら抵抗はい  

づれも雪の硬さに依存する。路面上の雪氷は通常薄く、これまでの木下式硬度計は厚さの  

薄い物体には不適当である。剛球を落下し物体に衝突させ、そこに形成されるくぼみから  

硬度を換算する方式を雪氷路面の硬度測定に適用し、その有効性を実験的に示した。   

58．福沢卓也、秋田谷英次   

霜ぎらめ雪の急速成長．  同 上  同 上  

表層雪崩の原因として表層付近に急成長したしもぎらめ雪が注目されてきた。野外観測  

と低温室内の実験からしもぎらめ雪層の成長過程をしらべた。急速成長の全ての共通条件  

は、（丑旧雪に低密度の新雪が数cm上載する2層構造であること、②終日晴天微風で、日中  

積雪は内部昇温を示すこと、③日没後、上向き長波放射により雪面は急激に冷却すること。  

その結果表層に大きな温度勾配があらわれ、しもぎらめ雪が急速に形成された。  
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59．小泉 謙、成瀬廉二   

氷河l句部の水脈形成．  同 上  同 上  

混暖水河内の氷結品の三叉粒界が透水性のある水脈に発達する吋能作を実験的に確かめ  

た（）氷を0℃で保有：しておくと4口後には結晶粒界が選択的に融け、三叉粒界が顕微鏡で  

観察できた。1週間後には表而の染料が試料の下端まで達し、三叉粒界が連続した細い水  

脈となった。0℃の氷に細い孔をあけ、そこに0℃の水を流すと、やがて孔は拡人した。  

水の運動エネルギーが熱エネルギーとなり孔が融解して拡人することが明かとなった。  

60．亀田責雄、成瀬廉∴   

氷床コアの含有空気景二の地域変動メカニズム（ⅠⅠ）グリーン  同 上   

ランドコアと南極コアの比較．  

同 上   

グリーンランド コアと南極コアについての含有空京壷、単位体積当たりの気泡体横、平  

均気泡直径を測定し、これらの怖が地点により異なる腫閃を考察した。グリーンランドコ  

アが同じ標高の南極氷床より大きな含有空気量をホした。その理山として両地点の年平均  

気圧の差が考えられ、その他は48mbと計算され、定件的な説明ができた。また氷化密度が  

地域により変動していることも、含イJ▲ごた気呈の変動安【人はして検討された。  

61．成瀬廉二、阿仁昆政武、門田 軌、   

P．Skvarca，G．Casaa，小泉 謙   

パタゴニヤ氷河調査（1990）概報 氷河変動、流動、氷J≠、 同 卜   
気象．  

同 上  

1990／11－12川こ、地球卜で最も変動の著しい事が知られているパタゴニヤで3つの氷河  

朋査を行った。流動速度は最大3．6m／dayのものがり、多量の水が氷河底附こ有二在する可能  

怖がある。多くの氷河で著しい後退傾向が認められ、最大のものは、揖近の6年間で約1  

kmの後退を示した。氷河上の熱収支を測定すると、晴人時には放射収支が人半を占め、繁  

大陸雨晴には放射収支が約姥、顕熱および凝結潜熱が約悠と見積もられた。  

62．阿仁屋政武、成瀬廉二、雫石雅美   

南米・南パタゴニヤ氷原中・南部に分布する氷河の最近の変  同 L   

動．  

同 上  

南パタゴニヤ氷原の溢1充氷河の最近の変動をリモートセンシング技術を使って調べた．）  

Upsala氷河：1968－1986の17年間に末端で約2．3kIn後退し、末端から23km卜流で表面高度  

が100m以上低下した。Moreno氷河：周囲の氷河が後退している中で前進を始めた特異な  

氷河で、上記17斗瀾で15O35（）m前進した。Tynda11氷河：19441975で末端が約3．5km後退  

した。末端から20km卜流では、氷河表面の低下量は1944年から46年間で約144mであった。   

63．1＝田知充   

ネパールヒマラヤの氷河湖決壊洪水．  同 上  山 上  

ネパールヒマラヤには氷河柄動に作って形成された湖、氷沖丁の氷体やモレーンによって  

せきl卜められて出来た氷河湖が多数分布してし－る。近年開発が進み、氷河隣接地常にダム、  

発電所、道路、送一直線等が建設されるにつれ、氷河湖決壊による洪水で、これらの施設が  

．壊滅的被害を受けるようになった。このような災害の防止・軽減をはかるため、氷函∫の水  

文学的基礎研究や災害予測の研究がJICAの事業として始められた。  

64．汀岩孝行、上野健一   

ネパールヒマラヤ・ランタン谷における氷河質量収支の空間  同 上   

的特性について199（）モンスーン李の事例解析から－．  

l司 上  

ランタン谷の3つの氷河の末端付近で気象観測を行い、日時に氷河上の積雪断面観測に  

より質量収支を見積もった。ランタン谷では上流にl「りカ、って夏季収支が釦こ偏る傾向が見  

られた。気象観測から上流ほど気混の増大傾向にあるためと説明できる。この気温上昇の  

原因は、モンスーン李には水蒸気は南（下流）からもたらされるため、北（上流）ほど雲  

量が少なく、R射の効果が強いためと考えられる。   

65．秋田谷英次、尾関俊浩、白岩孝イT  

J寸｛成2年～3年冬期の札幌における横平の特徴．  日本自然災書学会  長 野  

199091年の北海道の積雪は札幌のみが近年にない記録的な大雪で観測史上最大といわれ  

ている。一方、札幌以外の例年雪の多い地方では、希にみる少雪年であった。ここでは①  

札幌における平地積雪の概況、（卦札幌の過去の積雪データとの比較、③降雪探知機による  

積雪水量の見横もり、④2月16日に札幌近郊で多発した表層雪崩に関わる特異な積雪構造  

についての調査結果を示した。  
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66．T．Shiraiwa   

Freeze－thaw activities and rock breakdownin the Lan－ InternationalUnionfor Beijin   

gtangVa】1ey，NepalHimaraya．  Quaternary Research，  

XIIIInternationalCon－  

greSS．  

A whole year measurement of air and rock surface temperatures，and the field  

experimentofrock breakdownhaveshownthatcurrentfrost－Shatteringactivityin  

theHimarayaisstrictlycontrolledbytimelengthinwhichtherockcliffssufferedthe  

weatheringafterdgglaciation．  

67．T．Shiraiwa，S．Sawaguchi，H．Hasegawa，T．Sawagaki   

and Y．Ono．   

ThetimingofLittleIceAgeglaciationintheReindalen，InternationalSympo一  束 京   

WeSt Spitsbergen，reCOnStruCtedby Lichenometry．  sium on the LittleIce  

AgeClimate，  

l．ichenometricalstudyonmorainesintheReindalen，WeStSpitsbergen，hasshown  

that the LittleIce Age glaciation was the most extensive glaciation during the  

Holocenein the area．   

68．M，Fukuda，］．Stralin，K．Shimokawa，N．Takahashi，   

T．Sone and D．Trombott   

PermafrostoccurrenceinJamesRossIslandandSeymour  国際南棟地学シンポジウ  埼玉 嵐山  

Island，Antarctic Peninsula Regions．  ム。  

南極半島ジェームスロス島とセイマー島に形成発達する永久凍土の環境の復元を試みた。  

各地域では、永久凍上の形成は海面が後退し、陸化したあとから開始したことが明らかに  

なった。その結果、海面低下の年代を2フノ年、3千年と同定し、凍土の厚みを180m、35m  

と推定した。   

69．M．Fukuda and H，Yamamoto   

The Evalution ofreducing method totalheave amounts  5thInternationalSym・ 北 京   

usingSoilLCementofmixtures．  posium on Ground  

Freezlng．  

凍Lを抑制するために土にセメントを混合する実験を、※内と野外で行い、その結果セ  

メントの混合比が10％をこえると、凍上呈Ii二は1／10に減ずることが明らかになった。  

70．T．Sone   

PermafrostenvironmentoftheDaisetsuMountains，Hok，Interlaken Workshop Interlaken．   

kaido，Japan・  OnPermafrostandper－  

iglacial Environments  

in Mountain Areas．  

凍結・融解指数と積雪の分布および永久凍土と各樺の周氷河地形の分布から大雪11jの不  

連続的な永久凍土環堀について論じた。  

71．福Ⅲ」1二」   

気候変動と永久i束土．  北極科学研究会．  東 京  

最近の気候温暖化のもとで、シベリアを中心とする永久凍土地域で進行しつつある環境  

変動、とくにメタンガス発生とのかかわりについて報告した。  

72．福田l仁J、赤川 敏   

岩石の凍lニ破壊力の推定．  1」本雪氷学会．  筑 波  

‡トイrが凍上破壊されるメカニズムと、上の凍上機構と対比させ、修正クラジウスの式を  

用いて発生する凍上Il：と推定した。その結果、チ測位は実験結果とよい一致をした。  

73．仲Il膏㌣f、曽根敏雄、福廿」1二已   

数値計算による活動層のノゾさの推；己  同 上  同 L  

人彗吊1の山岳永久凍土を事例として、現イ1三の気候環境下で活動層がどのように変化した  

かを数伯モデルによって推定した。   

74．原l什鉱一→郎、福川正L、イr崎武志   

凍土の寵穴比抵抗伯の測定．  l■iJ卜  rrり 上  

棟十の巌流電気批抗が、含水率、混度、f二矧こ依存する関係を室内実験によって明らか  

にした。さらに、人′‡－川1と置テ咽丁魔の丁・ダムでの野外観測を実施し、実験結果を比較した。  
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75．折原博樹、福田止□、曽根敏雄   

室内における構造土の形成実験．  同 上  同＋上  

凍結・融解の繰り返しで、土中の礫が垂直移動し、ソーティングされる過程を室内実験  

で再現した。その結果を野外の構造土の形成過程にあてはめた。   

76．曽根敏雄   

大雪山における永久凍土と周氷河地形の分布．  同 上  同 上  

大平‥lの気候環境から存在が推定される永久凍土および周氷河地形の■卜限高度とそれら  

の実際の分布とを比較検討した。   

77．イ「崎武志、平野 敦   

パルス型NMRを用いた不凍水分量の測定．  同 上  同 ヒ  

凍二上の透水惟、熱伝導性、力学的強度等が温度に大きく依存していることは良く知られ  

ている。これは）束土中に不凍水と呼ばれる0℃以下でも凍結しない水が存在し、この不凍  

水量が温度により大きく変化するためである。不i東二水宗の測定には、パルス型NMR装置を  

用いた。藤の森粘十の不凍水量は、初期含水比で決まる所定の温度より低い温度範囲で、  

初期含水比に依存しないことがわかった。カロ））－メーター法とAndersonらの経験式によ  

り求めた不凍水量は、共にパルス彗■！NMRによる結果よ一日、さい値を示した。   

78．T．Ishizaki，M．Fukuda   

Frostheavingofasaturatedsoilundervarioustempera－  5thlnternationalSym一  北 京   

tureconditionsand overburdenpressures．  posium on Ground  

Freezlng．  

凍卜性の高い粘土試料を用いて凍L二実験を行い、凍卜速度、吸水速度と温度条件、荷重  

条件の間の関係を■求めた。土のi東結は、上下面の冷却板温度を一定速度で卜げ、試料内の  

温度勾配、凍結温度を一定にしてから下方から上方へ行った。吸水速度は、荷重の小さい  

条件では、一束土中の温度勾配に比例して増加した。また、荷重の大きい条件では、排水し  

ながら凍結するのが見られた。さらに、吸排水が止まる荷尋（シャツト オフ プレッシ  

ャー）は？東十中の混度勾配が大きくなるにつれて増加することがわかった。   

79．曽根敏雄   

帯†i町鹿ノ子ダム付近の永久凍七  北海道地理学会．  札 幌  

置戸町鹿ノ了・ダム付近の永久凍卜は通常では考えられない低地点に存在する。4年間に  

及ぶ地温観測の結果から、この特殊な永久凍土は、通ノ～；－の一次元的な熱イ云導だけでなく、  

移流のために維持されてきたことを明らかにした。  

80．石井蕎之、秋田谷英次、佐藤和秀   

北海道北部・東部における積雪の地域制二惟．  甘本自然災苦学会、日本  長野、筑波  

雪氷学会．  

化学成分から見た積雪地域特性の把握を目的に、1991年2月下旬広域積雪調査を実施し  

た。この年の積ヤは北部の多雪地域で少雪、東部寡ヤ地域で多今の傾向にあったが、積雪  

水量や密度・硬さ等の地域特性は例年と同様であった。Clなどの海塩起腺イオン濃度に顕  

著な地域性が認められ、しまり雪中越彗一！の丙一北部で砧く、しもさらめ雪卓越型の東部で  

低くなった。その原因として、1）降水量効果、2）海岸からの距離、3）降雪時の気団の違  

い、4）雪の変質が挙げられた。しかし、同一地点の層別濃度の比較や、隣接地点の温度差  

を調べた結果1）、2）、4）にはいずれも顕著な傾l叶件が認められず、3）の可能性が最も  

高いと判断された。   

81．イ川二言之、佐藤弘和、浦野慎一   

広葉樹林地斜面の土壌特性と河川水の流出．  日本陸水学会．  奈 良  

落葉広葉樹からなる森林小流域を対象に、土壌の物件特性と河川流出特竹の関係を調べ  

た。研究流域は札幌市の南東約50kmの夕張川支流砂令川の一源流部（面相0．15kぱ、標高  

120－280m、二、ド均勾配268）で、l‥腹斜面の土壌層は厚さ2～5mの風化・末風化火山灰互  

層からなる。風化・未風化各層の三相分布やpF水分特件には明瞭な差異が認められ、非毛  

管空隙の大きい末風化火山灰層が早い流出応答に寄与する叶能性が示された。1991年4月  

と7月の総雨量30－40mmの降雨に伴い、河川はいずれもワ一い流出応答をホした。しかし、  

ピーク後の流量減水は4月が緩慢であるのに対し7月は急激であった。こうした差異は風  

化・末風化各層の流山寄与の違いに茶づ〈と推察された。   

82．小林大二、鈴木啓肋、野村 睦   

融雪拙水ハイドログラフの現象論的分離．  日本水文科学会．  東 京  

融雪出水ハイドログラフのを比電導度法と減衰部解析という異なる2手法で成分分離し、  

両者の間の高い相関性について議論した。  
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83．野村 睦、兄玉裕二、オ川：吉之、松本惧一、′ト林大二   

融雪水の積雪内浸透の不均質性．  日本雪氷学会．  筑 波  

大型ラインメータにより積雪内の融雪水浸透を観測し、水平方向に不均質な流れが存在  

することを定量的に説明した。   

84．兄た裕二、竹内山香聖、石川信敬   

融雪期における盆地の夜間冷却層の解消について．  日本雪氷学全、口本気象  筑波 名古屋  

学会．  

放射冷却による盆地内の接地逆転層の解消過程をカイツーンを用いて求めた。融雪期に  

はヤ面温度は0℃以上になれないが、気温は0℃以上になる。その原因の定量的解釈が未  

だ行われていない事を指摘した。   

85．鈴木啓助、石井．7之、兄玉裕二、′ト林大ニ   

カナダ東部のモンモレンシーにおける融割こついて．  日本雪氷学会．  筑 波  

降水の酸性化とそれに起因する融雪水の酸性化が深刻なカナダ東部モンモレンシー流域  

において融雪水のl慢性度を実測した。  

86．竹内由香里、兄R裕二、イ川l信敬   

融雪期と消雪彼の人気一地衣面相互作用の比較．  同 上  

消雪日前後における地表面熱収支特性の比較検討を行った。   

87．中林宏典、オナ川信敬   

閑地、針葉樹林内における融雪熟収支の比較．  同 上  

森林内外における融平岩の相違を熟収支の成分解析から明らかにした。   

88．油川失明、竹内由香里、兄玉裕二   

雪山‖こおける蒸発凝結ぶの算定について．  同 上  

同 上  

同 上  

同 上  

ヤ面からの蒸発凝結量の算定法を、従米の風速の対数分布則と異なる観点から導いた。  

89．イr川信敬、兄玉裕二∴中林宏典   

横平面と植生面における放射特惟．  同 上  同 上  

乾いた雪面、濡れたヤ血、柿被面において波長別アルベドの相違を述べた。   

90．小林大∴、石川信敬、兄玉裕二  

北極域の水支持性．  北極科学研究会．  東 京  

アラスカ北部において融雪水流出や夏期の蒸発量の測定を和い水文特惟を述べた。  

91．藤■．I√煉志、見玉祐二、坪期和久、西村持上・、遠藤辰雄、   

′ト野姓雄   

北海道西岸帯状収束雲発現時の冷気流の実態．  「1本気象学会．  東 京  

西岸帯状収束雲の発生時に礼文島と宗谷岬の二点で同時に行ったソンデ観測により、オ  

ホーツク海側より宗谷海峡を迫って極めて浅い下層の冷気の流出がみられることが証拠づ  

けられた。   

92．小西帝之、遠藤辰雄、若浜五郎、和ー月 誠、川U貞男   

昭和農地における低気圧に伴う雲の観測．  同 上  同 L  

30次南極観測において廃城における気候変動の研究の一環として雲と降水に関するレー  

ダーによる通年観測を狩った。その結果、降水量の年間特性が明らかにされ、かつ、ニの  

領域における年間の降水による氷床質量の函養量が算出された。   

93，小西啓之、和田 誠、遠藤辰雄   

昭和基地の降雪エコーの特徴．  H本気象学会，  名古屋  

年間を通じて降水（智）最の多い時期は南極における秋（2～3月）と春（10－11月）で  

あり、冬（7～8月）は頻度は多いが量的には少ない。これらの結果はレーダーエコーの  

高度分布に特徴づけられることも明かとなった。  

94．藤了If康ぷ、兄モ裕   

′ト野延雄  

二、坪木和久、西村浩一、遠藤辰雄、  

lい規模渦状擾乱の構造と冷気流が中規模渦状擾乱に及ぼす効  同 上  同 L  

果一冬期北海道の礼文島と宗谷岬で行ったゾンデ2点同時観  

測．  

宗裕海峡を流出する冷気流が日本海に残る弱い季節風による筋状雲に大きな影響を与え、  

これが広域の雲を組織化させ収束雲となり、陸地に大雪をもたらすことがわかった。  
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95．村本健一郎、松il侶ム毅、小杉正デモ、椎名 徹、遠藤辰却∴   

下川春人、小野延雅   

船上海氷状況ビデオ映像の画像処理（11），  【‡本′「■氷′7：会．  筑 波  

南極観測の輸送船Iしらせ」か人阻二近づいたときに航行する泥水城の海氷分布とその  

密接度を連続的に．；」録するため船卜かご）ビデオカメラによるk時関連続揖ぶをキトノた（，こ  

の膨大な資料の解桝・を1‘l動的に行うシステムを開発したものである。   

96．村本健一郎、松浦弘毅、杏川降夫、■；■高．‡淳、北Ⅳ孝 へ、   

椎名 徹、小西啓之、遠藤辰雄。   

降ち雪片の形状と落卜運動との関係．  巨可 卜  同 卜  

表題の結果をまとめ、Fl本の恨降】り也ノご‡1＝と寒降ノ1i－地′昔の2か所で得たものと共に某計し  

てそのデーターベースを定着化したt、   

97．村本健一一郎、松浦弘毅、播磨屋敏牛、遠藤辰雄、椎名 徹、   

釣 健孝、北野孝・・、■11ごi木繁則、増山敏之   

降ヤ雪片の粧径別分布のチーター「ベース．  同 卜  l・iJ 卜  

降雪粒†・の落卜小に過二11な光源より照射してそのイメージをビデオにと牛込むことから、  

粒†・の形状と落卜‾速度を連続的に記録解析し、双ノノのl灯係を求めたく）その結果アラレと雪  

片ではその特徴が明らかに判別できることもわかった。   

98．遠藤辰雄、藤Ⅳ和人   

カナダ北極圏永久凍上地帯の無人観ij軋  同 仁  同l－＿  

カナダ北極圏の永久凍土地帯において1ヵ年問の地上㍉象要素の観測を行った。その結  

果、冬期の1（i．1．1は・定であり、そこに仇緯度からの畷気の移流が何度かありこのふるまい  

で、その気候が支配されることが基本である。   

99．′ト幽啓之、遠藤火難、朴旧1i誠   

昭和基地付近のⅠ）1）工レーダーかし求めた膵水分布の特徴．  「申Jl二  同 卜  

極域の気候変動を朋べる一員‘して行った一書と降水に供H‾るレーダ観測において、二れま  

で 一点における燕l「りル」の特件を調べたが、他のレ【タγⅠ）Ⅰにより、その他地相什を調べる  

ことができ海㍑部の丘陵斜面が降水のリlきがねとなっていることを明らかにした－，   

1（）（）．71テ印静夫   

帥物細胞のホメオスタシスと環境ストレス Ⅰ．低混ストレ  ル本楯物／げlを′、ア：会第56回  岡 ‥1   

スによる細胞内pllの変化．  大会．  

低i．1たによる液胞プロント輸送阻′．隼．剃＝泡督pHの恍卜、イ血．■．．t傷書機構についての研究発表  

した。   

1（）1．1IfHl静夫   

低拙二よる細胞朋の醸牲化と低温傷乱  同 1二  同 仁  

低混顕微縄と吏そ光＝肘象解析による細胞内pHの測定法、惧鳥．LによるpHの低卜と低温傷害の  

関係について発火した。  

102．M．MaeshiTlュa   

Vacuolarmembrane H＋APyrOPhosphataseofmungbean  14th Annual Sympo- University of 

Siumin Plant PhysioIL California，  

Ogy ”Molecular Riverside，  

Approachest（）Compar－  USA  

tmentation and Meta－  

bolic Regulati（）n”．   

柵物液胞膜tI＋輸送性ピロホスファターゼの分丁構造、および垂金属イオンの影響、温度  

安定性、酵素一判刷隼抑二関する研究発ム。  

1〔）3．M．Maeshima   

Vacuolar H＋rpyrophosphatase and membrane develop－   

mentin mungbean hypocotyls．  

The27th NIBBConfeト  関 崎  

ence”Plant Organelle  

Proteins；Biosynthesis，  

Targeting and Assem－  

bly”．   

柄物液胞膜H＋輸送件ピロホスファターゼの構造と細胞内生合成、および細胞成長過程で  

液胞膜発適の機構に関する研究発表。  
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104．揮‖∴㍉1二義   

帥物液胞膜のi三刻莫】人J′Jイ1：タンパク質の里離と件質．  第64【u川本′卜化′、ア：公人  火 ノi（  

．  

柵物の液胞膜にl力／1：する高疎水什タンパク質の精製と′ト化′判町件賢、および舶物柵によ  

る／Jイl三の有鯉と量に関する研究報㍗をイトノた。   

105，ノしk川、ト丁、．t川l静人   

ヤエナリ情義朝川包の増舶用期に什う耐冷件の変化．  11本桐物生珊・、ア：公第56回  岡 山  

人会．  

・ti漕瀾闇産のヤナリエかご〕誘導された上こ‘†養紳抱は増姉過程で低混感受性が人きく変化す  

ること、アブシジン椴による耐冷性の調節機備について研究発表。  

106．遠藤千一絵、前島正義、，冊l静夫   

ヤナエリ液胞膜H十－ATI）aseの特化  【1本楯物学会第56日大  束 京  

．  

ヤナエリ液胞膜H＋－ATPaseのサブユニット構成と酵素複介休の低温下での崩壊現象に関  

する研究発表を行った。，   

107．木村J沌、、守谷知恵、池川L喜子、前鳥正義   

カサノリに存イ1三するVtypeATPase及びピロホスファターゼ  第64回E］本生化学全人  向 上   

について．  
．  

藻類カサノりに存イI三する液胞膜ATPaseとピロホスファターゼの酵素学的性質、および′特  

異抗体を用いた高等枇物液胞膜酵素との免疫学的比較に関する研究発表。  

108．佐藤利幸、神［fl房打、C．Boyarkin   

オクヤマンデとシラネワラビの異なる共イJ：（優11i）様式と佃  日本生態学会．  奈 良   

体腔構造．  

サハリンと北海道の近縁シダの2椎の個体群構造の比較。  

109．二．tF＝1知佐子、高須英樹、佐藤利幸   

シシガンラ属3杵の幼胞√体の葉形形質と個体群構造．  同 上  

「一本産シタ3柿の葉形形成の定員二比較。   

11（）．佐藤利幸、松本憤仙一、神川房行   

異なるshaperunit区分にもとづくシダ葉形。  同 上  

同 上  

同 上   

サハリン耗オシタ属3種の菓について 三・四・六角形の異なる形状区画からフラクタ  

ル次元を求め比較したもの．  

111．ノi田知佳子、高須英樹、佐藤利幸   

口本館シンガシラ属3枯とアメリカ産Blechnumの葉形発達の  同 上   

比較．  

同 上  

H本・北米産近縁シタの葉形発達から同属Blechnumとすべき結論を得た。   

112．神u房行、C，Boyarkin、佐藤利幸   

南サハリンにおけるマリモの分布と形態．  同 上  同 上  

サハリンでマリモ発見と形態を報告   

113．芝野仲策、佐藤利幸、F，I．Woodward   

フラクタル次元を用いた樹形解析の試み：全形と枝．  日本生態学会北海道地  富良野  

区．  

北海道に日生する落葉樹林全形と枝のフラクタル次元を定量解析した。   

114．荒川圭太、石谷 苧、水野克彦、高倍鉄二千   

塩ストレス処≡哩した大麦におけるベタインアルテビド脱水素  日本植物生理学会．  岡 山   

酵素の誘導．  

大麦を塩ストレス処理したときの、浸透圧調節物質であるベタインの蓄積量ならびにベ  

タイン合成経路の最終段階を触粧するベタインアルデビド脱水素酵素のタンパク質レベル  

での変動について検討した。  

115．水野克彦、荒川圭太、岸谷幸枝、高倍鉄子   

イネ科植物におけるベタイン蓄積とベタインアルデビド脱水  同 上   

素酵素に関する研究．  

同 上   

イネ科植物を用いて、ベタインの蓄積とベタインアルデビド脱水素酵素タンパク質の種  

間分布等について解析した。  
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116．匂坂勝之助   

アミノブラストから生成するプラスチドイニシャル様構造体． 「】本農芸化学会．1991 京 都  

年度入会．  

北海道で生育しているポ70ラやリンゴ等は、1†】末までに休眠から醒めて生長がlけ能な  

状態になる。この時期のアミロブラストの微細構造の変化については全く知られていない  

ので検討を力‖えたバ阻境温度の低下とj冒二澱粉が消失したアミロブラストは、休眠党麒後、  

ミトコンドリアに似た大きさを有する新しい構造体を生成する。この構造体はアミロブラ  

ストと同様に二重膜構造をイ】するが、内部にチラコイド膜をもたない。アミロブラストと  

同様にブラストグロブリを有する。   

I17．大和闘琢1二、匂坂勝之助   

微生物の浸透1主調節機構について．  同 上  同 上  

全報で、大腸菌B株には浸透圧ストレスによって細胞内の還元巧■∠グルタチオン漉度を高め  

る機能があり、細胞内K＋の蓄積に関与していることを報告した。本報では、クロラムフェ  

ニコール、エタノール、塩化コバルト処理後の菌体におけるグルタチオン合成について報  

lゞした。   

118．奥田 徹、匂坂勝之助   

高等植物において低温処理の際生じる過l懐化水素について．  同 上  同 上  

高等植物の細胞を依温処理すると、砥温度による酵素清作の低卜により代謝回転が著し  

〈低下すると思われる。特に電子伝達系の代謝回転の低下が生じた場合、処理できなくなっ  

た電子がリークし酸素分子と結合することにより、有害な清作酸素種を生じさせることが  

考えられる。秋播小友について低温処理と過酸化水素の関係を調べた結果、低塩処理を行  

うこと5分以内に過酸化水素の生成が見られ、15分以降は砥温処理していないものと同じ  

レ／ヾルになった。   

119．松田祐介、匂坂勝之助   

秋播小麦のへキソキナーゼについて．  向 上  同 上  

秋播小麦のへキソキナーゼ活性は越冬環境下（0℃、暗所）で高まる。またこの傾向は  

耐寒性の強し、品稚で顕著である。我々はこの様な環境の変化に応じた酵素活性の変化につ  

いて、その詳細と耐寒性との関わりを明らかにする目的で解析を行った。活性染色により  

無処理（2428℃、日長16時間）の小麦に数種のへキソキナーゼ活性が検出されたが、この  

活性は低温処理（0℃、暗所）後に上外し、ホロンリコムギにおいて顕著であった。また、  

無処理の小麦にはほとんど存在しなかったへキソキナーゼ活性が低温処理後向山一種で誘導  

され、ホロンリコムギより部分精製された数種のへキソキナーゼの1つと、電気泳動的に  

－一致した。   

120．匂坂勝之助、黒田治之   

アミロブラストから生成するプラチドイニシャル様構造体．  日本農芸化学会 北海道  札 幌  

支部会  

本報は休眠覚醒の時期におけるアミロブラストの微細構造について検討を加えた結果で  

ある。環境温度の低下と共に澱粉が消火したリンゴのアミロブラストは、休眠髄醒後、微  

細構造の変化が始まる。この時期に、ミトコンドリヤに似た大きさを有する新しい構造体  

が親のプラスチドから生成することが明らかになった。   

121．山中 明、松川祐介、奥田 徹、河合 順、増田 治、   

匂坂勝之助   

秋播のPoly（A）RNA結合件蛋白質について．  同 L  同 L  

アフリカツメガェルおよびウニの卵付細胞のmRNAは蛋【〕質と結合してmRNAの安定化  

に関与していると考えられているが、植物においてはまだよく知られてし、ない。本報告は  

秋播コムギのpoly（A）RNA結合件蛋白質の分離方法とこの蛋白質カヤ止RNAの翻訳に及ぼす  

影響について検．けした結果である。pOly（A）RNA結合性蛋白質は10mM Tris－HCl（PH7．  

4）画分及び50％ホルムアミド両分として得られた。10mM Tris－HCl（PrI7．4）画分の蛋白質  

をmRNAの翻訳系に添加すると翻訳効やのL昇が認められた。  
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122．S．Sagisaki．T．Ohwada   

Anincreaseinlevelsoffreeaminoacidsandglutathione  2ndInternatjonalCon－  Vienna  

in E．ColiB asaresult ofosmoticstress．  gress on Amin（）Acids  

andAnalogues．  

WhenEkcherich由coliBgrowinglogarithmicallyinminimummediumwasstressed  
byO．5MNaClorsucrose，intracellularlevelsofaminoacids（peptides）inadditionto  

K＋，increasedtemporarily，Amongthepeptides，1evels ofglutathioneincreased to  

about2，5（theadditionofsucrose）and4fold（theadditionNaCl）thatinthecontroI  

ce11sinthe first15and30mhl，reSpeCtively．  

Proliferation of cells resumed after15（the addition of sucrose）and30min（the  

additionofNaCl）．Theincreasedlevelsofaminoacidsandglutathionedecreasedwith  

theresumption ofgrowth．  

123．花房尚史   

生体物質の水和特性．  日本物理学会春季大会分  東 京  

科会「生体と水」  

蛋白質が凍結あるいは凍結乾燥によって変性する機作を明らかにするため、凍結の過程  

や乾燥後のこれらの蛋＝の水和水の特性を1HN叩Rを用いて調べた。凍結・乾燥に対して変  

性し易いミオシンの水和構造は、安定意球場蛋nのそれと比べ非常に弱かった。凍結防御  

剤で蛋白のi凍結変件を防御するものは、これらの水和量を減少させ、水和水と蛋白間の相  

虫二作用を強化させる。   

124．花房尚史   

ThecharacterisicsofunfrozenwaterofbiologicalmateL Internationa】Sympo一  札 幌   

rialsbylHNMR．  sium on theI）hysics  

andChemistry ofice．  

生体物質は極性基の周辺に水を拘束し0℃でも凍結しないので不凍水と呼ばれる。その  

特性を1HNMRにより調べた。凍結に対して不安定な蛋白の水和構造は安定な蛋白のそれ  

より蛋白とのノ相互作川が弱い。周囲の溶媒の凍結によるその破壊が変件の主要な原因と思  

われる。？束結変性防」l二剤はこの水和量を減少させ、相互作用を強める。脂質の水和構造は  

蛋白のそれより安定で、特にHii構造を持つ脂質の水和量は少なく、相互作用も大きいが、  

低温でbilayerになると水和景は増加し、相互作用も小さくなる。  

125．S．Fujikawa   

Observationoficecrystalsproducedinbiologicalsystems 」司 上  同 上  

byelectronmicroscopy  

様々な条件による人二l二的凍結、及び自然界で発生する凍結により、生物材料内に形成さ  

れる水晶と細胞の微細構造変化の関係を、低温走査電子顕微鏡法及びフリーズ・レフロリカ  

電子顕微鏡法による観察から示した。  

126．藤川清三   

超高圧凍結装置による試料作成の問題点．  口本電子顕微鏡学会第47  吹机市  

回学術講演会  

超高上I三凍結装置は2、100気圧の高圧を試料にかけることにより、生休小の水が－80℃ま  

で過冷却することを利川し、電子顕微鏡観察のためのi東結試料を作成する装置である。し  

かし本業胃で良好な試料を作成するには幾つかの問題点がある。実際にこの装置を使用し  

て得られた生物材料のフリーズ・レプリカ電子顕微鏡観察から、生物材料への応用上の問  

題点及び改良点を指摘した。   

127．ポール・プレイ、戸田j上明   

クチタラに傷害を受けた家蚕幼虫の生体防御反応．  日本動物学会  開 山  

5令の家蚕幼虫クチクルをこまかいサンドペーパーでこすって傷をつけると、傷の部分  

が異化し、血液l軸二抗菌活性が生じる。このクチタル黒化現象と抗菌活件誘導の機構を解  

析するために行った生化学的・免疫電顕的実験について報告した。   

128．平岡 毅、片桐丁・傍   

リボホリンの積み下ろし機構．  同 上  川 上  

昆虫血液中の高密度リボホリン（HDLp）は、脂質動員ホルモンの存在下で大量にジグリ  

セリド（DG）を積み込み、新たにアポタンパク貿apoLp－ⅠⅠⅠが結合して低密度））ポホリン  

（LI）Lp）へ変化する。このLDLpはDGを積み降ろした後、元のHDLpに戻る。今回、invitro  

においてリパーゼを用いてこの変換の再現を試みた結果、このLDLp中のDGの積み下ろし  

とapoLpLIIIの遊離がそれぞれ独立しておこっている可能怖が強くホ唆された。  
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129．片桐千傍、平岡 毅  

リボホリンの表層構造に果たすアポタンパク質．  同 上  同 上  

昆虫が長距離飛行する際、血液中のリボホリンは、ジアシルグ リセロール（DG）を平常  

時の数倍積み込むので，リボホリンのサイズは大きくなり照度が低〈なる．この低密度リボホ  

））ン（LDLp）には、平常血液中に遊離状態で存在しているアポタンパク質apoLp－IIIが結  

合している。このapoLp－ⅠⅠⅠをリポソームに組み込み、フリーの時の構造と比較することで、  

apoLprIIIがリボホリンの表層の構造に果たす役割を検討した。  

130．早川う羊一   

Growthblockingpeptideの由来について．  同 上  同 上  

Growth Blocking Peptide は、寄生バナによって寄生を受けたアワヨトウ終齢幼虫血  

清から精製・構造決定された生理活性ペプチドで、このペ70チドを寄生を受けていないア  

ワヨトウ幼虫終齢初期に注射することによリJH esteraseの清性抑制、生長阻害及び蛸化  

遅延が誘起される。本報では生成機構に関連し、その生成吊l来－ホスト由来か寄生バナ巾  

釆か一について検討した結果を報告した。  

学術講演（1）学会特別講演  

（招請講演のみ）1）M．Fuk。d。andT．Ishizaki‥G。n。ralr。P。rt。。h。。t。ndmasst，anStf。，．Int。rnati。n。1Symp。Si。m。n  
Ground Freezing，Beiging，China  

（2）学会シンポジウム  

1）K．Takeuchi：Observations of Ocean AtmosphereInterractionsin the Western Pacific Region．“In－  

donesiaTHIRDINTERNATIONALSYMPOSIUMON EQUATORIALATMOSPHEREOBSERVA－  

TIONSOVERINDONESIA”，Jakarta  

2）K．Takeuchi：JapaneseOceanographicObservationsinTOGA－COARE．“THEFIRSTKOREALJAPAN  

WORKSHOP FOR TOGA COARE”，Seoul，Korea  

3）竹内談介：流れと波の非線形現象．人気と海洋における波と流れの相互作用．“流体力学シンポジウム”，札  

幌  

4）Y．Hayakawa：Aparasitoidsurvivalmechanismbytheinductionofajuvenilehormone（JH）esterase  

repressivefactor．3rdInternationalCongressofComparativePhysiology and Biochemistry，Tokyo  

5）M．Ashida：Prophenoloxidaseactivatingsystemininsects，3rdInternationalCongressofComparative  

Physiologyand Biochemistry，Tokyo  

（3）その他  

1）見玉裕二：大雪山の雪渓について．日本気象ざ、ア：会北海道支部気象講演会，旭川  

2）K．ShimadaandA．Riihimaa：Quantitativeanalysisofinsectfreezing．3rdInternationalCongressof  

ComparativePhysiology and Biochemistry，Tokyo  

3）花房尚史：生体物質の水和特性．日本物理学会春季大会分科会「生体と水」，学習院大学，東京  

4）藤川清三：クライオSEM、フリーズ・レプリカによる同一凍結試料の観察．R本電子顕微鏡学会第36回シン  

ポジウム“顕微鏡サイエンスの展望一基礎と応用”，山形  

5）S．Fujikawa：Effectoffreezingonmembraneultrastructure．GordonResearchConferenceonTempera－  

ture Stressin Plants，0Ⅹnard，C．AリUSA  

6）早川洋一：寄生されたアワヨトウ終齢幼虫血清中のGrowth－BlockingPeptide．IPC討論会（第35回E］本応用  

動物昆虫学会大会），静岡  

7）早川洋一：寄生蜂によるホスト昆虫発育制御機構．公開シンポジウム“共に生きる生物学一寄生蜂から細胞器  

官まで” 東京  

8）吉田静夫：植物の低温傷害と液胞生二哩機能． 農水省東北農業試験場， 盛岡  

9）吉川静夫：植物の低温適応機構． 凍結および乾燥研究会， 東京  

10）前島正義：植物の液胞膜酵素と環境ストレス、カルシウムストレス． 国立環境研究所，東京  
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（代表者のみ）  

題  種  目   研究代表者（職・氏名）  研  課  

国際学術研究 教  授 藤野 和夫 カナダ北極海周辺における地下氷賦布地城の自然環境の研究  

／／  ／／  前野 紀一 ノルウェー・リグフォーンにおける実物大雪崩実験と煙型表層雪崩の  

動力・、芦の研究し  

／／  ／J  ′ト林 人ニ カナダ東部における酸件の融雪水の流出機構  

／／  ′／  青田 臼秋 北極海、水練域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響につい  

ての比較研究  

／／  肋教授 成瀬 廉ニ アンデス南部・パタゴニア地域における近年の氷河変動の特性   

重点領域研究1 教  授 秋田谷英次l‥地豪雪災害の予測と防除、復旧対策に関する研究  

／／  ／／  前野 紀一 大規模山地豪雪雪崩のメカニズムと予測に関する基礎研究   

衷点領域研究2 助教授 古川 義純 水結晶の表面、下地との界面及び粒界面における擬似液体層の微視的  

構造の研究  

前島 止義 植物細胞の物質集積を支える液胞膜70ロトンポンプの分子構造と生理  

的変動の機構   

甲・川 洋一 寄生バナの共生ウィルスを介しての鱗週目幼虫への寄生成立のメカニ  

ズム  

総合研究A 教  授 竹内 謙介 両人平洋における大気・海洋変動のENSOに及ぼす影響  

′／  ′′   青田 呂秋 水縁海域における大気・海洋間の熱輸送機構と水野の運動についての  

研究   

総合研究B 名誉教授 若濱 正郎 鉱山の長大立坑を利用した実スケールの雲物理実験一雲をつかむ実験－  

授 前野 紀一 惑星・環境・生命科学に関わる水物性の総合的研究  

小林人二 夏期渇水期における山地河川の流量及び水質の円変動と蒸発散  

匂坂勝之助 高等植物のアミロブラストの増殖機構と前駆体の解明  

芦‾田 正明 昆虫における異物認識と生体防御反応の発動機構  

若土 止暁 初めて見い出された南極域の巨大海洋渦の実態解明  

吉田 静夫 低温による液胞膜生理機能の損傷と細胞内イオン環境に関する研究  

／／  教   

一般研 究 B  ／／  

／／  ／／  

／／  ／／  

／／  ／J  

／／  ／／  

／／  肋教授 石川 信敬 多様な地表面を有する流域の水収支に占める蒸発散による水損失の季  

節変動の研究   

一般研 究C   ′′  前島 正義 植物細胞の成長過程における液胞の発達と制御の分子機構  

／／  助  手 白澤 邦男 流氷下の海洋乱流境界層の観測および研究  

／／  ／／  西村 7告一 粒状体モデルによる雪崩の流動機構の解明水球を用いたシュート実  

験とシミュレーション解析一   

奨励研究A  ／／  荒川 政彦 氷、アンモニア・メタン水和物のレオロジーと氷衛星のテクトニクス  

／／  ／／  石井 詰之 森林地域と火山灰流域における水源函養機能の比較研究  

／／  助教授 早川 洋一 寄生されたアワヨトウ蛾幼虫血清中の成長阻害ペプチドの起源につい  

て一寄生バナとホスト昆虫との相互作用の生理・生化学的研究【  
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（平成3年度）  

職名  氏 名   渡航口的同  期   問  ほ   航  【1  的  

助 手 香内  地 オ ラ ン ダ 3．4．l～ 4．2．28  ナ甘判伸二おける凝紬い蒸発にl対する共l■iJ  

研究  

氷河の変動過程に関する調布研究  

「カナダ東部における隠11三の舶ノ†i■水の流山機  

構lに関する研究  

「カナダ東部における恨件の鵬・l盲■水の流出  

機構」に関する一丁裾朋査  

アラスカ・バロー一地域における泥水を過し  

てのエネルギー・ブラックスグ）観測的研究  

国際地球村てリモーートセンシングシンポジ  

ウムH席  

カナダ北極渥周辺の地卜水脈イり出城の徴来  

観′、〃捗持件に関する研究調査  

寒地開剰二関する川l祭シンポジウム出席  

永久凍上に．没吊された杭の凍ガト束土力に関  

する研究  

「北7’メリカ人阻ニムけるアジア僕闇流用  

要素のソロラ－敲びに′仁態に関する調査仰究r  

に係るシダ柄物グ）′巨fIlむの解析  

海水流動に関する調査・研究  

シベリアにおける永久凍上の形成環境につ  

いての現地調査  

「第4次中岡産ショウジョウバエの系統分  

酢、芦・進化追存二′、〃榊昭把 に関する■い巨＝二  

おけるショウジョウバエの抹集■標本の分  

甑・l甘定′＝酎神町研究  

「印祭芽伸Lほ己′、芦会出亜及びチベット■1■引見にお  

ける氷盲・－丁地形の調査－1仁びにネノヾ∵－ルの水子‖J  

変動過程に関する研究  

「第21叶粒状体のマイクロメカニックスに  

！期するl】米セミナーー」出席及び粒状体流れ  

の実験に関する研究  

「アミノ恨と放線化合物に関する第2［仙ミⅠ  

際会嵐■仙骨仁及びサルバートIl‥派周辺地城  

の柚隼観察・研究  

北アメリカに生息する野牛ショウジョウバ  

エの休Il比と耐寒件に関する研究  

「地盤の凍結に関する阿際シンポジウム」  

出席及び凍着凍1二に関する研究  

「地盤の横糸い二間する阿際シンポジウム」  

出席  

「日子吊也帯の永久凍上と用水河環境に関す  

るインターラーケン桝究会巡検」＝＝紆及び  

化れ用水ぎ‖J地形の編年に関する研究、】仁びに  

リュ＝ンユ、フェチリンアにおける化イ川ヨ  

氷川ー地形の調査  

北極海ポリニア城における／上物／巨産過程の  

研究に関する研究某会出席及び海氷下の水  

塊構造の流速測定結果の検討打合せ並びに  

海氷卜乱流塵界屑の比較検討、拝響センサ  

ー一による海氷力学の研究  

ノルウェー・リグフォーーンにおける実物人  

ヤ崩尖験と煙型表屑′†子崩の動力・芋の研究   
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4  教 授  小林 大ニ カ  ナ  ダ 3．4．2ニi～ 3．5．10  

5 1リノ千 川■幸三 邦労 アメリカ合衆囲 3．5∴う ～ 3．5．19  

6 教 授 藤Ⅳ 和夫 フィ ンランド 3．6＿2 ～ 3．6．9  
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3，7．21～ 3．7．25  

3．7．2こう ～ 3．8．27  

3．7．27 ← 3．9，2（）  13 教 授ノ川】  

14 助＋1二′11■；・孝イJ二 小ft七人1仁丹朴llミ13．7．二il～ 3．8．26  

不 パ ー  ル  

15 助 r 西村 浩  アメリカ合衆回：i．8．1～ 3．8．12  

16 教 授 匂坂勝之助 オーーストリア ：う．8．2 ～ 3．8．14  

ノ＼ン ガ、リ ー  

チェコスロバキア  

17 仙 手．付箋l公夫 アメリか合衆囲 3，9，6 ～ 4．6．5  

18 肋 テ ィ潮音 此⊥ミ 小隼人尺共糾同 3．9．9 ～ 3．9．15  

19 教 授 仙】t」h」＋中井人艮共和l艦13．9．9 ～ 3．9．13  

20 肋 千 曾枇 敏雄 イ タ リ ア 3．9．1ニう ～ 3．10．4  

ス  イ   ス  

ベ  ル ギ ー  

オーストリ ア  

ナ ン マ ーー ク  

21 仙 r 「＝■羊与 邦リユ カ  ナ  ダ 3．9．23 ～ 3．1（）．H  

22 肋 千 西村 浩一 ノ ル ウ ェ ー 3．1（）．9 ～ 3．10．22  

42  



23 教 授 竹内 謙介 人 韓 民 国  

24 教 授 竹内 謙介 パプア・ニュー  

ギ  ニ  ア  

25 教 授 福臼j 正J アルゼンチン  

南 棟 大 陣  

26 助 手 曾根 敏雄 アルゼンチン  

南 棟 人 陸  

27 助教腰 瀧滞 降俊 ロシア共和国  

28 肋 千 臼澤 邦男 ロシア共和†1ミ1  

29 教 授 戸Ⅲ 正憲 中華人民共和国  
湾  

30 肋 手 西村 浩一 ノ ル ウ ェ ー  

連 合 t二 圧1  

31 助 手 福澤 卓也 ノ ル ウ ェ ー  

32 教 授 竹内 謙介 オーーストラリア  

TOGA－COARE（熱帯海洋と全地球人気一  

大気海洋結合系の反応）に関する研究  

西太平洋域における人気・海洋結合系のダ  

イナミックスの観測に関する打合せ  

南極半島地域の永久凍土の形成環境につい  

ての調査研究  

南極半島地域の永久凍土の形成環境につい  

ての調査研究  

オホーツク・サハリン地域軸氷調査  

オホニック・サハリン地域海氷調査  

第4次中国産ショウジョウバエの系統分類  

学・進化遺伝学的研究  

ノルウェー・リグフォーンにおける実物大  

雪崩実験と煙型表層雪崩の動力学の研究  

ノルウェー・リグフォーンにおける実物人  

雪崩実験と煙型表層雪崩の動力学の研究  

COARE（大気海洋結／合系の反応の研究）ワ  

ークショップ及びTOGA（熱帯海洋と全地球  

大気：図l祭70ロジュクト）COARE委H  

怖  

「国際学術研究に関する総合調査研究」に  

よるけ1ソ連の学術研究体削の副査及び研究  

打合せ  

ノルウェーー・リグフォーンにおける実物大  

雪崩実験と煙型表層雪崩の動力学の研究  

3．11．13 ～ 3．11．17  

3．11．23 － 3．12．1  

3．12．31～  

3．12．31～  

4．2，7 ～  

4．2．7 ～  

4．2．1（）～  

4．2．16 ～  

4．1．31  

4．3．10  

4．2．14  

4．2．14   

4．3．12  

4．3．28  

4．2．16 ～ 4．3．8  

4．3．7 ～ 4．3．15  

33 教 授 福田 汁二L ロシア共和圧l  4．3．8 ～ 4．3．16  

34 教 授 前野 紀一 ノ ル ウ ェ ー  

連 介 巨l■1三1  

4．3．15 ～ 4．3．28  

（平成3年度）  

氏 名  J好  属  来 訪 目 的  受入期間  

1 H，G．Jones  

2 R．N．Kamesky  

3 B．Borovaev  

4 B．Nore  

5 T．Wiesinger  

6 S．Martin  

7 P．T．Brey  

8 P．Mahajan  

9 D．Valembois  

lO E．Gateff  

ll D．Hultmark  

12 P．Skvarca  

カナダ・ケ／ヾック人一－γ：・教授  

ロシア・ヤクーツク永久凍上研  
究所・所長  

ロシア・ヤクーツク永久凍上研  

究所・副所k  

スウェーデン・ストックホルム  

大学・研究ぷ  

オーストリア・ウィ“ン人′、ア：・  

研究牛  
米同・ワシントン人サ源押、／：郎・  

教‡受  

フランス・パスツール研究所・  

主任研究主ま  
インド・チリ【人′、ト助r  

フランス・ボルドー一人′、アニ  

ドイツ・ヨハネスグッテンペル  

グ人▲、ア：  

スウェーーデン・ストソクホルム  

大学  

アルゼンチン・南椒イり1二光桝・】三  

任研究員  

カナダ束部における酸件の融雪水  

の流出機構に関する研究  

シベリアの永久凍十についての共  

同研究の打合せ  

／／  

桝物のエネルギー変換酵素に関す  

る研究打′合せ  

ヤ氷関連測器に関する検討  

IJ本海底屑水の形成機構に関する  

研究  

昆虫の生体防御機構に関する研究  

会出席及び研究連絡  

問寒別？†i■崩観測三三および北海道の  

雪崩対策施設見学  

昆虫の生体防御機構に関する研究  

会出席  

／／  

／／  

アンデスl拓邪パタゴニア地域にお  

ける近年の氷河変動の特件に関す  

る研究  

3．4．21～3．5．1（）  

3．5．10～3．5．17  

／／  

3．6．24～3．6．27  

3．7．2－3．7．5  

3．7．8－3．8．21  

3．8．5～3．8．30  

3．8．20～3．8．26  

3．8．2l－3．8．25  

／／  

／／  

3．8．22～3．9．7  
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米国・オハイオ大学・リサーチ  

アシスタント  

イギリス・バーミンガム大学・  

講師  

ロシア・固体物理研究所・研究  

員  

ドイツ・ヘルムホルツ研究所  

米国・オクラホマ州立大学・教  

授  
カナダ・ベッドフォード海洋研  

究所・主任研究員  
イギリス・ケンブリッジ大学・  

教授  

米国・NASA・研究員  

スイス・ベルン大学・教授  

イギリス・ブリストル大学・物  

理学名尊教授  

南アフリカ共和国・ナタール大  
学・教授  

ハンガリー・科学アカデミー応  

用物理学研究所・主任研究員  
ロシア・科学アカデミーヤクー  

ツタ生物研究所・所長  
ロシア・科学アカデミーヤクー  

ツク生物研究所・副所長  

ネパール・水資源省・雪氷アド  

バイザー  

中国・蘭州氷河凍土研究所・研  

究員  

米国・アラスカ大学海洋研究所・  

準教授  

ロシア・サハリン石油天然ガス  

研究所・所長  

ロシアーサハリンイi油天然ガス  

研究所・主任研究員  

ロシア・サハリン．石油天然ガス  

13 G．Cassasa  アンデス南部パタゴニア地域にお  

ける近年の氷河変動の特性に関す  

る研究  

氷の物理と化学国際シンポジウム  

出席  

／／  

／J  

／／  

北極海海氷力学に関する共同研究  

雪氷圏の気候変動と気候帯に応じ  

た植物の分布と分化に関する研究  

及び50周年記念講演  

シンポジウム「雪氷圏変動～プロ  

セスとメカニズム」講演  

JJ  

氷の物理と化学国際シンポジウム  

出席  

岩石の凍結破砕に関する研究打合  

せ  

結晶の形態形成機構の研究打合せ  

シベリア永久凍土幽の生物相に関  

する共同研究の打合せ  

／／  

雪氷学に関する研究  

多孔質媒体中の水の凍結温度と水  

晶分離に関する研究  

北極海・氷縁域の海ラ半生成が海況  

及び海洋生物に与える影響の比較  

研究  

「オホーツク海と流氷」に関する  

国際シンポジウム参加、発表  

／／  

／J  

シベリアの永久i東土に与える気候  

変動の研究  

力ナダ北極海周辺における地下氷  

賦布地域の自然環境の研究  

／／  

永久凍土地域における凍土対策の  

研究  

／／  

3．8．24～3．9．9  

14J．Li  

15I．A．Ryzhkin  

16 C．Korber  

17J．P．Devlin  

18I．Motoyoshi  

19 F．I．Woodward  

3．8．30～3．9．8  

J／  

3．9．1～3．9．6  

／／  

3．9．1－3．9．30  

3．9．1～3．10．20  

3．9．7～3．9．15  

3．9．8～3．9．14  

3．9．12～3．9．13  

3．9．15－3．9．17  

3．9．20－3．9．23  

3．11．12～3．11．18  

／／  

4．1．20－4．3．31  

4．1．23－5．1．22  

4．1．26～4．2．14  

20 C．Parkinson  

21H．Oeschger  

22J．F．Nye  

23 K．Hal1  

24 T．Vicsek  

25 N．G．  

Solomonov  

26 B．Ⅰ．Ivanov  

27 B．P．Upadhyay  

28 陳 瑞傑  

29J．Kelly  

4．2．2～4．2．6  

／／  

／J  

4．2．6～4．2．8  

4．2．15～4．2．23  

／／  

4．2．24  

／／  

30 V．N．Astafiev  

31 D．A．Truskov  

32 P．Ⅴ．  

Mironenko 研究所・主任研究員  

ロシアー科学アカデミー数理地  

質学研究所  

カナダ・カールトン大学・助教  

授  

カナダ・地質調査所・主任研究  

只  

米国・寒地工学研究所・研究員  

米国・寒地1二学研究所・研究員  

33 B．Krass  

34 F．A．Miche1  

35 A．S．Judge  

36 B．Wagner  

37 R．Co11ins  
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在籍者数大学院博士前期  

（修士）課程学生  

平成5年1月1日現在  

攻   1 年   専  2 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   5   8   13   

植物学専攻   0   2   2   

動物学専攻   0   0   0   

化学第二専攻   0   0   0   

計   5   10   15   

農学研究科  

農芸化学専攻   2   3   

計   2   3   

環境科学研究科  

環境保全学専攻 2   3   

計   2   3   

大学院博士後期  
課程学生  専  攻   1 年   2 年   3 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   4   3   5   12   

植物学専攻   0   3   4   

動物学専攻   0   0   

化学第二専攻   0   0   

計   6   4   8   18   

農学研究科  

農芸化学専攻   0   0   2   2   

計   0   0   2   2   

環境科学研究科  

環境保全学専攻   0   0   0   0   

計   0   0   0   0   

研 究 生  
所 属 部 門   人数   

動物学部門   

生化学部門   
計   

2   

研究テーマ  

物理学部門  
佐々木佳明 氷晶雲の光学特性の実験的研究 （理学研究科 修士2年）  

灘  浩樹 氷結晶表面の構造の理論的研究 （理学研究科 修士2年）  

島田  亙 氷結晶の形態形成機構の研究 （理学研究科 修士1年）   

気象学部門  
石井 誠吾 雪の庄密と空気捕り込み機構の研究 （理学研究科 修士1年）  

比裏 道也 氷の衝突と反発に関する研究 （理学研究科 修士2年）   

海洋学部門  

宮川 卓也 極域海洋における海氷ダイナミックスの研究 （】墾学研究科 修士1年）  

本田 明治 オホーツク海における大気一海氷一海洋相互作用の研究 （理学研究科 修士2年）  

菊地  隆 北太平洋亜寒帯循環の形成機構の研究 （理学研究科 博士2年）  

渡辺 達郎 オホーツク海における海洋循環の数値実験的研究 （理学研究科 博士3年）  

ルジンスキー・ウラジスラウ 極域海洋における氷山融解課程の実験的研究 （理学研究科 博士3年）   
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雪害科学部門  
荒川 逸八 積雪の氷化過程の研究 （理学研究科 修I二1年）  

西田 顕郎 雪氷構造の研究 （理学研究科 修上1年）  

尾関 俊浩＋積雪の変態の研究 （群′、ア‥研究科 博士1年）   

凍上学部門  
相川 明史 凍上機構の実験的研究 （環境科学研究科 修土】年）  

橋本 祥iり 川氷河地形の形成機構 （瑞境科学研究科 イ医ト1年）  

折原 博樹 構造卜の形成メカニズム （理学研究科 修⊥2年）  

鳥円 宏行‡l；・イiの凍結破砕の尖験的研究 （環境科学研究科 修巨2年）  

仰山 号1■丁一 気候変動に伴う永久凍上の応答 （理学研究科 博巨1年）  

原田鉱一郎 凍土の電気的特性の研究 （理学研究科 博」二2年）   

融雪科学部門  

中林＋宏典＋森林l勺の融雪熱収支特性の桝究 （理学研究科 帽t二2年）  

竹内止け巨に‘ヤ氷一大気相互作用の研究 （坪学研究科 博十1牛）  

野村  昨 融′∃’水の積雪内浸透 （理サ研究科 博士3午）   

雪氷気候物理学部門  
斗山 朋水 メソスケール気象力学 （．牲学研究科 佗士1年）  

荒井 美紀＋気候変動における非線型件 （理学研究科 修士2年）  

野中 1t二見 赤道海洋力学 （理学研究科 修士2年）  

伊藤 進一 塩熱対流力学 （理学研究利 博十2年）  

佐藤 晋介 メソスケール気象プノ学 （理学研究科 博士3年）  

立花 義裕 気候学 （理学研究科 博l二3年）   

植物凍害科学部門  
陶‥l哲志 ヤエナリ培養刺胞の液胞膜H＋・ATPaseの低温失活と【口l復機構に関する研究 （理学研究科 修上2年）  

八反田寺f一 培養細胞における低混耐性の周期変動と細胞骨格に関する研究 （理学研究科 修仁2午）  

母坪 研じ 生体膜脂質組成と膜機構に関する研究 （理学研究科 博巨2年）  

遠藤 千絵 ヤエナリ液胞膜ATPaseの分了特件と低温傷害の機構に関する研究 （理学研究科 持上3年）  

大平 万里 納物細胞の核膜および核マトリックス構成タンパク質とその生理的変動機構 （理学研究科 博t二3年）  

周  本領 小麦の低温馴化に関与する細胞質股タンパク賀の性質について （埋学研究科†豆＝二3年）   

動物学部門  
大計 智一志 北海道産トガリネズミ難の群集構造の解析 （理学研究科 博上1年）  

⊥藤  岳 高山柄物ならびに春柿物Po11inationEcology（研究生）   

生理学部門  
秋川 智子 プラスチドイニシャルに関する研究 （農学研究科 修上1年）  

河合  順 兢温度環境で発現する酵素ナ■引作 （農学研究ヰ斗 佗†二2年）  

増山  テ台 紙温ストレスによるフォスホグルコースイソメラーゼの誘導的生成 （農学研究科 修巨2年）  

奥田  徹 低塩ストレスに対する高等柵物の情報発現 （農学研究科 博上3年）  

捻出 祐介 低温環傾における秋播小麦の蛋l′J質代謝 （農学研究科 博上3年）   

生化学部門  
勝見 洋一 昆虫血液における70ロテアーゼ前駆体の細菌細胞壁成分による活性化機構（理学研究科 博士1年）  

大西  敦 昆虫の生体防御機構 （研究生）  

特別研究員小澤 久   氷河の内部融解の研究  

田中 一裕  クモ類の季節適応と休眠の起源  

外国人特別R．C．ヴァイソヴィッナ インドネシア通過流及び黒潮の力学に関する数値的研究  

研 究 員  
46   



（平成3年度）  

1．5月17fl  

小林使一   

2．6月2711  

滝沢隆俊   

3．7月4rl  

島H公夫   

4．7月11【J   

大津 敬  

（新潟人学 積雪地城災害研究センター）  

「雪泥流の物理的性質と雪泥流災害」   

（北大低温研）  

「第31次南極観測ACR（南極気候研究）拍氷観測を終えて」   

（北大低温研）  

「海洋性南極域に分布するユスリカとダニの耐寒性」   

（北大理動物）  

「昆虫はなぜ熱帯から温帯へ進出できたのか－ショウジョウバエの脂質分  
析からの考察－」   

（清水建設技術研究所）福田正己 （北大低温研）  
5．7月181J   
赤川 敏  

「FrostHeaveMechanismofWeldedTuffRock」  
6．7月23「1   

SeelyeMARTIN（UniversityofWashington）  
くtThe Effect of Severe Storms on theIce Cover of the Northen  
Mamiya［Tatarskiy］Strait，JapanSea”  

7．8月21「1   

PuneetMAHAJAN（モンタナ州立大）  
（tConstitutive LawforSnow”（雪の構成方程式）  

8．9月19Fて  

柿松孝彦   

9．9月20II  

M．IKEDA   

lO．9月26日  

高木隆司   

11．11月19日  
成瀬康二   

12．12月12［l  
加藤 学  

（日本気象協会 北海道本部）  
「吹雪・吹きだまりの数値モデルによる研究」   

（カナダ、ベッドフォード海洋研究所）  

「北極圏の大気・海氷・海洋結合系を用いた気候変動の説明」   

（東京農工大）  

「温度依存粘性率をもつ流体の熱対流」   

（北大 低温研）  

「氷床ドーム深層掘削観測計画について」   

（名古屋大要里地球科学）  

「氷の高速度衝突実験」  

13．1月28日  
ビデウル ウバディア （ドリヴバン大学）  

「ネパール・ヒマラヤにおける雪氷研究の重要性について一特に水油胡決  

壊洪水、雪氷の水資源としての重要性に着目して－」  
14．2月7H  
マキシム クラス （ロシアアカデミー地質学研究所）  

「永久凍土地域における諸過程について」  

15．2月20日  
AlanJUDGE（GeoglogicalSurveyofCanada）  

ttCicumpolar Environments and GlobalWarming：Developing a  
MonitoringStragegy”  
F．A．MICHEL（CarletonUniversity，Canada）  
（tIsotopic TechniquesinGroundIceInverstigations”  

16．3月13日  
内藤靖彦 （国立極地研）  

「海洋における大型動物の水生適応」  
17．3月17日  
G．MELLOR（プ））ンストン大学）  

ttCoupledIce－OceanModelfortheArcticOcean”  
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出 版物（平成3年度に本研究所が出版したもの）  

低温科学 物理篇 50輯，146頁．  

低温科学 物理篇資料集 50輯，108頁．  

ContributionsfromtheInstituteofLowTemperatureScience．  

SeriesANo．3755p．（低温科学研究所欧文報告）  

平成4年4‖l【＝丸在  

図  書1．蔵 書 数  
図  書  雑  誌   

全所蔵冊数  和  書  洋  書  全所蔵種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

24，265仰  7，305仰  16，960仙   1，208柿   641椎   567柿   

2．年間受入数  
囲  書  雉  ，誌   

総受入冊数  和  書  洋  書  総受入種類数  和 雄 誌  洋 雑 誌   

660柵   177肝   483柵   744柏   414柿   330秤   

3．年間貸出状況  
貸 出 者 数  貸 出 冊 数  

区  
分  計  

計  

職  員  213人   31人  244人  6221肝  35伸   657冊   

院生・その他  121   122   243   260   141   401   

計   334   153   487   882   176  1，058   

2 建物  

札 幌 研究棟  2，892m2  

／／  1，065m2  

低温棟  2，342m2  

車庫他  439m2  

紋 別 研究棟  449m2  

／／  183m2  

宿泊棟  338m2  

艇 庫  70m2  

車庫他  132m2  

1 土地  

札幌 33，750m2  

紋別 3，462m2（庁舎敷地）  

145m2（艇庫敷地）  

797m2（公務眉宿舎敷地）  

合計 38，154m2  
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 問寒別 雪崩観測室  

苫小牧‡東上観測室  

母子里 融雪観測室  

渓流観測室  

計  

合計  

125m2   

81m2  

116m2  

：ミ†11j  

8，235m2  

（8，467m8）（公務員宿舎を含む）   
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技術部は第1～第3機器開発室、電子工作質、化学分析室、および流氷研究施設（紋別）の  

観測解析室から構成され、それぞれの専門の技術職貞をもっている。そこでは研究支援のため  

次のような重要な役割を担っている。①実験装置や計測・観測器材の設計および製作 ②各種  

の化学分析機器を用いた高精度の分析 ③既存装置の野外や低温度仕様への改良 ④特殊装置  

を用いた学生実験の指導。   

機器開発室には精密工作機械や木工加工機械を備え、各種材料の加工や実験装置・観測器材  

の設計製作、耐寒性向上の改良を行っている。近年ここで設計製作した特殊機器には次のもの  

がある。（》氷コア採取用電動メカニカルドリル：南極・北極の氷河・氷床の氷資料採集用ドリ  

ルで卓越した性能には定評があり、世界各地の研究者から引合いがあった ②超高真空氷膜作  

成、評価装置：彗星や外惑星の起源を解明するためのシミュレーション装置で、超高真空下一263℃  

で氷膜を作成し、その構造を調べる装置である ③急速海氷生成実験装置：極域厳冬期の海洋  

海水面での急速な水晶生産の実験装置で、低温室内で気温や風速と水晶生長過程やその生産速  

度の実験が行われている。   

流氷研究施設には、オホーツク海沿岸に3基のレーダ局、紋別港に結氷域気象海象観測塔（海  

氷タワー）を備えており、観測解析室ではこれらの観測設備の保守、データ収集、資料解析お  

よび、海氷の実験指針・作業の安全マニュアルの作成を行っている。   

電子工作室では計測機器類とコンピュータのインターフェースの作成、各種レーダ（ドッ70  

ラー、ミリ波、音波）の運用、電子機器類の設計・製作・保守を行っており、また計測に関す  

る技術相談にも応じている。成果の一例として、①超精密温度計ディジタルⅠ／0とパソコンの  

インターフェース ②超音波風速計4成分出力レベル変換器の設計製作 ③EWS（Engineering  

WorkStation）によるドップラーレーダ・データの変換および光ディスクヘの書き込み、読み  

だしプログラムの開発 ④ドッ70ラーレーダの空中線仰角設定の自動化等がある。   

化学分析室では、主として昆虫の血液や外皮にごく微量に存在するタンパク質について既存  

の精製法および、分析法の改良にとりくんでいる。   

技術部組織図  

先任技術専門職員  

技術官  

技術官  

技術官   

技術官   

技術官   

技術官  

機器開発技術主任  

所 長一枚術部長一 副技術部長  

（教官兼任）  （教官兼任）  

観測解析技術主任  

設計・製作した可搬型気象観測塔  エ作室での作業風景  
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一般低温室 甘濃彗。書  
中 低 温 室  
0℃山20℃  

準 備 室  
0℃～－20℃  

⊥⊥       崇                  削  
0℃－20℃  

大型低温室 0℃－30℃  

低塩風洞室許さ鳶。旨  

趣低温室 主呂号室＝喜3茎  

精密低温室  

計  

22室（182m2）  

2室（61m2）  

2室（94m2）  

3室（30m2）  

1室（86m2）  

2室（157m2）  

2室（18m2）  

2室（24m2）  

36室（652m2）  

低温実験室  1 機械類  

ユニット冷凍機  

（風洞系プライン用）  

（¶28℃プライン用）  

（－48℃プライン用）  

（極低温室直冷用）   

2基  

2基  

2基   

冷  凍  機  2基  

クーリングタワー  2基   

操作監視盤  2面   

自家用発電機 1基  

2 面 積  

低温機械室 287m2   

監  視  室 32m2   

自 家発電量 32m2  

計  351m2  

低温機関室   

雪崩観測室   

雪崩及び雪崩に関する斜面積雪の諸現象を継続  

的に観測、実験するため北大天塩地方演習林内（問  

寒別）に設置されている。  

凍上観測室  

‡東上現象を継続的に観測するため野外現場を設  

定し、併せて）東上防止対策を基礎的に研究するた  

め、北大苫小牧地方演習林内に設置されている。  

融雪観測室   

融雪現象並びに融雪水の河川への流出機構など  

を調査研究するため、北大雨竜地方演習林内（母  

子里）に設置されている。  
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1．リアルタイム画像処理装置  

2．マイケルソン顕微鏡干渉計  

3．極低温質量分析装置  

4．超高真空反射電子回析装置  

5．偏光解析装置  

6．マッハツユング一千渉装置  

7．X線回析装置  

8．万能材料試験機  

9．光ファイバー流速計  

10．低温風洞装置用送風モーター及び  

風速制御装置  

11．テンシロン万能試験機  

12．リアルタイム画像アナログ高速  

システム  

13．自記式流向流速計  

14．オートラブ誘導起電式塩分計  

15．シュリーレン法測定装置  

16．研究室用超音波流速計  

17．誘電率計  

18．冷？東顕微鏡  

19．プログラムフリーザー  

20．高分解能核磁気共鳴装置  

21．顕微鏡用薄片作成機  

22．高感度イオン分析システム  

23．超低温試料観察電子顕微鏡システム  

24．綜合気象観測システムーSOLAMAME  

25．画像処理装置  

26．水分検層自動計測システム  

27．高感度示差走査熱量計  

28．）東上試験装置  

29．電気探査装置  

30．細胞膜超微流動測定装置  

31．レーザー低温顕微鏡  

32．光学顕微鏡用画像処理システム  

33．係留ゾンデシステム  

34．水文気象観測システム  

35．高速液体クロマトグラフ  

36．液体シンチレーションカウンター  

37．放射線監視システム  

38．気象衛星受画装置  

39．自動追跡装置  

40．高速三次元トップラーレーダー装置  

41．ゾンデ回収用受信装置  

42．霧警報装置  

43．大気境界屑観測用レーダーシステム  

44．流氷観測用レーダー  

45．FM無線電話装置  

高速三次元ドップラーレーダー装置  

低温顕微鏡画像処理システム  

46．流氷レーダー信号処理装置  

47．レーダー映像記録再生装置  

48．超音波波高計  

49．流氷領域気象海象観測システム  

50．超小型超音波風速温度計  

51．赤外線方式炭酸ガス水蒸気変動システム  

52．気象海象データ光伝送システム  

53．CTD測定システム  
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計  
（気象）    算  （雪）  （海）  

会 議 室  W・C  虔三1厄さ＼ィ ‾  

空室験豊   機 室 （気）  析望   聖析  協第  （融）  （融）  

（気象）  （気象）  （気象）  （車）  （雪）  （雪）  （海）  （海）  （海）  解凍  （凍）  （／東）   研所  （融）  （融）  （融）   

ゼ  教  講  援助  教  セ’  教  セ′  援助  析  教  ゼ  覧   
室   

所長室             図書                              究  教  －ピ  授助     主  授 去  閲 至  室数  授 室  主  授 董  室  室数  萎t  撃 至  主      室長  技 室  主  室数   事務室  

低温風洞室  

217   
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